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「地方創生」に向けた取り組み「地方創生」に向けた取り組み
令和２年度

定住基盤の整備１
〈振り返りと総括〉
　〇新たな民間保育所の開園等による利便性の向

上や待機児童の解消が図られました。
　○子育て環境は他自治体に比べて充実してきて

おり、満足度は高くなっています。
　〇第３子以降の保育所および幼稚園保育料の無

償化、子ども医療費無料化の対象拡充の継続
および不妊治療の助成の拡充を行いました。

〈課題〉　◆経済的負担の軽減の拡充
　　　　 ◆多様化する需要への対応

子育て
分　野

　この間、「人口の社会増」を目標に掲げてさまざまな取り組みを進めてきましたが、東京圏への一極集中が加
速傾向にあることや、「就職・結婚」、「住宅」等を理由に松江市、出雲市への転出超過が続いていることによって、
人口の社会減が続いています。
　一方で、「定住基盤の整備」と「人材の育成・確保」に関する施策を着実に進めてきたことにより、子育てし
やすい環境であると感じる保護者の割合や、市内へ新たに住宅を建築する世帯数も微増ながら向上しています。
都市圏からの若者の流入や関係人口も増加しています。今後も事業内容を見直しながら、効果的な施策を強力に
すすめていきます。

平成27年度から令和元年度の「振り返りと総括」と「今後の課題」

雲南市の人口社会動態 （単位：人）
平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

目　標　値 △ 97 △ 43 13 67
実　績　値 △ 164 △ 338 △ 304 △ 298

県　外
転　入 425 320 345 359
転　出 423 425 429 482
増　減 2 △ 105 △ 84 △ 123

松江市
・
出雲市

転　入 359 282 252 347
転　出 522 513 500 519
増　減 △ 163 △ 231 △ 248 △ 172

※実績値には、松江市・出雲市以外の県内市町村への転入・転出が含まれます。
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子育てしやすい環境だと感じる保護者の割合
（行政サービスの視点から）

〈令和２年度の主な取り組み〉
保育所等副食費無償化事業
保育所等に在籍する満３歳から満５歳児クラス（小
学校就学前の３年度に相当）の児童の副食費を無償
化します。

放課後児童対策事業【拡充】
保護者が共働き等で昼間不在になる家庭の小学校に
就学している児童が友達と遊んだり宿題をしたりし
て過ごす場所「放課後児童クラブ」の運営の委託を
行います。

【問】子ども政策課　☎ 0854-40-1044

不妊治療費助成事業【拡充】
一般不妊治療・特定不妊治療および不育症※治療に
要する費用の一部を助成することにより、治療を受
けている夫婦の経済的負担の軽減を図ります。

※不育症：妊娠はするけれど、流産や死産を繰り返し、結果的
に子どもを持つことができない場合を不育症と呼び
ます。

【問】健康推進課　☎ 0854-40-1045

New

※H30からアンケートの設問内容を、「子育て支援に関す
る行政サービスが整っていると感じる保護者割合の割
合」に変更。
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〈振り返りと総括〉
　〇移住定住と仕事は切り離せない課題であり、組み合わせによる効果が期待できるため、関係部

署の連携を強化する「雲南市移住・定住・産業支援プロジェクトチーム」を平成31年度から
設置しました。

　〇神原企業団地整備事業が昨年12月に完成し、今年度から拡張整備に取り組みます。

〈課題〉　◆若者に好まれる雇用の場づくり　　◆子育てしながら働きやすい環境づくり

仕事分野

〈令和２年度の主な取り組み〉
企業立地促進対策事業
働き場の確保・充実に向け、新たな企業の進出や地場企業が行う増設
等に対し、次の助成を行います。
　◎増加固定資産税相当額の助成　　◎増加雇用人数に対する助成　
　◎用地取得代金に対する助成  

【問】商工振興課　☎ 0854-40-1052
▲神原企業団地

〈振り返りと総括〉
　〇定住支援スタッフの体制を強化し、細やかな相談対応

や、雲南市での生活体験、さまざまな人との出会いの
機会を提供することにより移住希望者の一定数が毎年
定住につながっています。

　〇結婚相談事業の拡充や、地域活動団体が行う結婚支援
活動への支援を行いました。

〈課題〉　◆全国の自治体による人材の取り合いの激化
　　　　 ◆出会いの場づくり等の結婚対策

移住・定住
分　野

〈令和２年度の主な取り組み〉
移住定住促進事業
都市圏で開催される定住相談会への参加、移住支援ガイドブックの更
新、定住支援サイトの運営による情報発信やＵＩターン就職を促進す
る地場企業のＰＲを行います。また、子育て世代への情報発信を強化
するための取り組みを行います。  

 【問】うんなん暮らし推進課　☎ 0854-40-1014   

▲体験プログラム

▲結婚支援者セミナー

〈振り返りと総括〉
　〇宅地購入費助成により、子育て世代を中心に住宅の

取得による定着が図れました。
　〇不動産事業者や地域自主組織等との連携や周知活動

の強化を図っています。
　〇周辺部の定住対策として、平成30年度から三世代

同居促進支援事業を新設しました。

〈課題〉　◆子育てしやすく、働きやすい住宅環境の整備

住まい
分　野

〈令和２年度の主な取り組み〉
民間賃貸住宅家賃助成事業【拡充】
市内事業所に通勤している市外在住の方、新たに市内事業所へ就職
する市外在住の方または新婚世帯（夫婦のどちらか、もしくは双方
が市外在住の方）が、雲南市内の民間賃貸住宅を借りる場合一部を
助成します。補助率は対象家賃の 1/2、補助上限額は20千円（子
育て世帯は30千円）で、助成期間は転入から12ヵ月です。

【問】うんなん暮らし推進課　☎ 0854-40-1014

実績 目標
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〈振り返りと総括〉
　○これまでの取り組みを通じて、50人以上の若者（約

半数は女性）が移住し、市内で地域の課題解決に向
けた活動を実践しています。

　○若者の活躍が「日本一チャレンジにやさしいまち」
という印象を創出し、今後も一定程度の若者の流入
が期待できます。

　〇雲南市の「地方創生」の取り組みに共感し、市外か
らまちづくりに関わる若者等が増加しています。

　○中間支援組織との連携により、全国の社会起業家や
専門家とのつながりが拡大しています。

〈課題〉　◆地域に必要な新事業の創出支援　　
　　　　 ◆学び合い、育ち合いの促進
　　　　 ◆兼業・副業等の多様な働き方や暮らしの実現
　　　　 ◆起業創業の一層の推進

若者チャレンジ

▲スペシャルチャレンジ１期生

〈令和２年度の主な取り組み〉
スペシャルチャレンジ事業【拡充】
次世代のまちづくりのリーダー人材の育成・確保を図るため、チャレンジ精神にあふれる中高生・大学
生の国内・海外研修や市内での実践活動、地域の課題解決に資する起業創業に対し、助成金（チャレン
ジ資金）を交付します。

【問】政策推進課　☎ 0854-40-1011

▲幸雲南塾2019の最終報告会

人材の育成・確保２

〈振り返りと総括〉
　〇保幼こ小中高の一貫した『夢』発見プログラムによ

り、就学前からのキャリア教育を推進しています。
　〇高校魅力化のさらなる推進を図るため平成29年度

から市内高校に教育魅力化コーディネーターを配置
しています。

　〇高校３年生への意識調査では、「ふるさとへの愛着」
や「将来雲南市で働きたい」の割合が増加していま
す。

〈課題〉　◆チャレンジを育む教育環境の創出

子どもチャレンジ

▲中学３年生職場体験（『夢』発見ウィーク）
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将来雲南市で働きたい

高校３年生への意識調査
〈令和２年度の主な取り組み〉
教育魅力化推進事業【拡充】
高校担当の教育魅力化コーディネーターや中学校区
担当の教育支援コーディネーターを継続して配置し、
キャリア教育のさらなる充実を図るとともに、令和２
年度雲南市教育魅力化アクションプランで示した施策
を展開します。

【問】キャリア教育政策課　☎ 0854-40-1074
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〈振り返りと総括〉
　〇「地域円卓会議」を開催し、地域と行政の協議および地

域間の情報交換を行っています。
　〇地域自主組織では、組織ごとに特徴ある地区計画が策定

され、活動が活発化しています。

〈課題〉　◆地域の担い手の育成・確保
　　　　◆地域自主組織の法人化

大人チャレンジ

▲地域円卓会議

▲地域経営カレッジの全体報告会

〈令和２年度の主な取り組み〉
持続可能型地域推進事業
持続可能な地域をめざし、地域課題解決人材を育成・確保
するための研修機会を設けます。また地域自主組織の法人
制度を確立するため、小規模多機能自治推進ネットワーク
会議を活かした活動を行います。

【問】地域振興課　☎ 0854-40-1013

〈振り返りと総括〉
　○社会課題を新たな市場として捉える都市圏企業

との連携が始まり、新事業創出やサテライトオ
フィス※の誘致を積極的に行っています。

　　※サテライトオフィス：本社とは別に離れた場所に
　　　　　　　　　　　　　設置する事務所等

〈課題〉　◆社会課題を解決する新事業の創出

企業チャレンジ

▲㈱竹中工務店による健康なコミュ
ニティづくりの取り組み

▲ヤマハ発動機㈱によるスローモビ
リティの実証運行

▲㈱ヒトカラメディアによる住民と
の意見交換会

▲㈱L
ラ イ フ ル
IFULL F

フ ァ ム
aMとの連携協定

調印式

〈令和２年度の主な取り組み〉
企業チャレンジ推進事業
地域と市内外の企業等との協働による地域課題
解決を促進するため、事業を推進する人材の配
置等を行います。

【問】政策推進課　☎ 0854-40-1011

全体共通３
〈振り返りと総括〉
　〇市民の手で市民のチャレンジを後押ししようとする活動が始まっています。

〈課題〉
　◆地域で安心して暮らすためには、多様な関係者が協働しながら地域全体を支

え合う仕組みが必要となっています。

〈令和２年度の主な取り組み〉
官民連携による健康なコミュニティづくり可能性調査事業
地域を守り、安心してくらせる環境を整えていくため、地域のさまざまな関係
者が連携協働していくための仕組みづくりについて、調査研究を行います。

【問】政策推進課　☎ 0854-40-1011

New

▲市民のチャレンジを応援し合う
仕組みとして、うんなんコミュ
ニティ財団が設立されました。
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▲あいさつをする錦織会長

佐世地区
基幹農道整備事業起工式3/7㊏

　佐世地区基幹農道整備事業
の起工式が佐世農道整備促進期成同盟会（会長　錦

にし

織
こり

涿
たく

郎
ろう

さん）の主催により陰地公会所で開催され、
関係者約40人が出席しました。
　当地域では、古くから水稲中心の営農が盛んでし
たが、地域内の道路が狭く、車同士の離合が困難な
状況で、農業輸送に課題がありました。事業完了後
は輸送の合理化が図られ、本地域の利便性の向上が
期待されます。

　企業チャレンジの新たな取り組みとして、株式
会社ＬＩＦＵＬＬ ＦａＭ（代表取締役 秋

あ き ば
庭麻

ま
衣
い

さん）、
三刀屋地区まちづくり協議会（会長 上

じょうだい
代 眞

しん
さん）

および雲南市は連携協定を締結しました。

▲（左から）速水市長、秋庭代表取締役、上代会長

株式会社L
ラ イ フ ル

IFULL F
フ ァ ム

aM、三刀屋地区まちづくり
協議会および雲南市の連携協定を締結

3/25㊌
　株式会社ＬＩＦＵＬＬ ＦａＭは、「子
どもとの時間も大切にしながら、自分らしく働く・
働きたい」をテーマに、東京都を拠点として全国３ヵ

所で子育て中の女性が働きながら成長でき
る就労支援事業を展開しています。今後は、
三刀屋地区まちづくり協議会や地域の皆さ
んとともに、「働く」、「学べる」、「つながる」、

「挑戦」できる複合的な場所「子連れオフィ
ス」の実現と、ママの地域コミュニティー
の形成実現や子育てと仕事の両立支援体制
の確立に取り組みます。
　企業チャレンジでは、より一層、市内の
地域課題解決と住民のくらしの豊かさの創
造に資するべくチャレンジを推進していき
ます。



7 市報うんなん

　大東小学校校庭で建設を進めていた放課後児童ク
ラブ「ちゃれんじクラブ」施設が完成し、特定非営利
活動法人ほっと大東、大東地区自治振興協議会、大東
地区振興会の主催により開所式が開催されました。
　「ちゃれんじクラブ」は、特定非営利活動法人ほっ
と大東が平成13年６月から旧大東幼稚園舎で事業

ちゃれんじクラブ開所式3/27㊎

▲あいさつをする小
こ
山
やま
義
よし
弘
ひろ
理事長（ほっと大東） ▲完成した「ちゃれんじクラブ」

をしていましたが、今年４月１
日から新施設において事業を開
始します。
　開所式には、児童クラブ利用児童も参加し、テー
プカット等を行いました。

　外国人との実用的なコミュニケーション法を学ぶ
「やさしい日本語」の研修会を木次経済文化会館チェ
リヴァホールで開催し、９人が参加しました。
　雲南市の多文化共生推進事業の業務を受託してい
るうんなんグローカルセンター代表 芝

しば

 由
ゆ

紀
き

子
こ

さん
が講師を務め、最初に「やさしい日本語」の要点を
学んだ後、日頃よく使う言葉をやさしい日本語に言
い換える練習を行いました。最後は、外国人役と日
本人役になって、実際の場面を想定した会話にも取
り組みました。
　参加された方々からは、「簡単なイメージがあった
が、実際は難しいことがよく分かった」、「もっと練

▲やさしい日本語を説明する芝さん

「やさしい日本語」研修会3/25㊌
習してみたい」、「今後の自分の活動に
つなげていきたい」等といった声が寄
せられました。

＊「やさしい日本語」とは？
・普通の日本語より簡単で、外国人に分かりやすいように

配慮した日本語
＊「やさしい日本語」の例

元の表現・文 「やさしい日本語」にすると
土足厳禁 → 靴

くつ
を　ぬいで　ください

記入する、記載する → 書
か

きます
こちらにおかけください → ここに　座

すわ
って　ください

出典：島根県・（公財）しまね国際センター作成『「やさしい日本語」の手引き』

＊「やさしい日本語」の作り方
①伝える情報を選択し、必要に応じて補足説明をする。
②一つの文を短くし、簡単な構造にする。
③難しい言葉は、簡単な語彙に言い換える。（今朝→今日
の朝）

　④あいまいな表現は使わない。（「おそらく」、「たぶん」「思
われます」等は避ける）

　⑤文末はなるべく統一する。（「です」、「ます」、「してくだ
さい」形にする）

⑥漢字にはルビ（ふりがな）をつける。　　等

！
今朝

今日の朝
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凄
ま
じ
く
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
世
界
的
大
流
行
の
状
況
は
衰
え

の
兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。

　

３
月
の
半
ば
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
を
受
け
て
、
ア
メ
リ
カ
や
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）、

ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々
で
外
国
か
ら
の
入
国
制
限
、

不
要
不
急
の
出
国
禁
止
の
動
き
が
一
気
に
拡
大
し
ま

し
た
。

　

日
本
で
は
ク
ル
ー
ズ
船
の
乗
客
に
多
く
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
当
初
、
そ

の
対
応
に
世
界
か
ら
多
く
の
批
判
を
受
け
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
国
内
で
の
感
染
の
広
が
り
に
は
諸
外

国
程
の
速
さ
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
感
染
の
影
響
は
次
第
に
広
が
り
、
国
内
経
済

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
国

は
「
現
金
給
付
」
を
含
め
、
思
い
切
っ
た
緊
急
経
済

対
策
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
安
倍
首
相
の
突
然
の
休
校
要

請
が
あ
り
、
全
国
の
小
中
学
校
、
高
校
等
の
う
ち

99
％
が
休
校
に
踏
み
切
り
、
児
童
や
生
徒
、
保
護
者
、

学
校
等
は
大
変
な
混
乱
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

雲
南
市
で
も
、
児
童
生
徒
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、

急
遽
３
月
３
日
か
ら
春
休
み
ま
で
を
休
校
と
し
ま
し

た
が
、
３
月
18
日
か
ら
再
開
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
間
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
で
児
童
生
徒
の
預
か

り
が
で
き
た
の
は
多
く
の
関
係
者
の
ご
尽
力
が
あ
っ

た
れ
ば
こ
そ
で
あ
り
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

行
政
運
営
に
と
っ
て
一
番
の
政
策
課
題
は
「
危
機

管
理
」
対
策
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
事
態
は
ま
さ

に
世
界
が
、
日
本
が
、
雲
南
市
が
「
危
機
状
態
」
の

真
っ
只
中
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
島
根

県
で
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
雲
南
市
も

い
つ
感
染
者
が
確
認
さ
れ
る
か
油
断
は
禁
物
で
す
。

　

雲
南
市
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し

て
、
３
月
４
日
に
設
置
し
た
第
１
回
対
策
本
部
会
議

感謝の手紙
日本一短い

vol. 95 雲南市青少年健全育成協議会（教育委員会社会教育課）☎0854-40-1073

今月は木次町の皆さんの感謝の手紙です。

　
　

お
母
さ
ん
へ

い
つ
も
や
さ
し
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
う
れ
し
い
よ
。

い
ま
ま
で
あ
り
が
と
う
。

　
　

息
子
へ

い
つ
も
、
い
ち
ば
ん
だ
い
じ
な
も
の
を
わ
け
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
う
れ
し
い
よ
。
や
さ
し
い
き
も
ち
を
わ
す
れ
な
い
で
。

　
　

お
ね
え
ち
ゃ
ん
へ

い
つ
も
や
さ
し
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
や

さ
し
く
し
て
ね
。
お
ね
え
ち
ゃ
ん
、
だ
い
す
き
だ
よ
。

　
　

い
も
う
と
へ

あ
り
が
と
う
。
い
ち
ね
ん
せ
い
に
な
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
た
い
へ

ん
な
こ
と
が
あ
る
と
お
も
う
け
ど
が
ん
ば
っ
て
ね
。

　
　

お
と
う
さ
ん
へ

い
つ
も
い
っ
し
ょ
に
お
ふ
ろ
に
は
い
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
い
っ
し
ょ
に
ね
た
あ
と
、
せ
ん
た
く
も
し
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。

　
　

む
す
こ
へ

こ
ち
ら
こ
そ
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ね
。
お
ふ
ろ
で
ま
い
に
ち
あ

な
た
の
は
な
し
を
き
く
の
が
、お
と
う
さ
ん
の
た
の
し
み
で
す
。

　
　

お
母
さ
ん
へ

い
つ
も
ご
は
ん
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
ご
は
ん
の
作

り
方
の
本
を
読
ん
で
作
っ
て
る
ら
し
い
け
ど
、
ど
こ
に
し
ま
っ

て
あ
る
の
。

　
　

む
す
こ
へ

も
り
も
り
食
べ
て
く
れ
る
か
ら
う
れ
し
い
よ
。
レ
シ
ピ
は
頭
の

中
に
入
っ
て
る
っ
て
言
え
る
よ
う
に
修
行
中
。

　
　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

い
つ
も
お
り
ょ
う
理
と
お
か
し
を
い
っ
し
ょ
に
作
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
こ
ん
ど
は
パ
ン
作
ろ
う
ね
。

　
　

ま
ご
へ

い
つ
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
大
す
き
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
大
す
き
と

言
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
ま
た
い
っ
ぱ
い
あ
そ
ぼ
う
ね
。

で
学
校
の
臨
時
休
業
、
職
員
お
よ
び
業
務
へ
の
対
応

等
に
つ
い
て
協
議
し
、
以
後
４
月
15
日
現
在
10
回
の

対
策
本
部
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
う

が
い
、
マ
ス
ク
、
手
洗
い
、
密
集
・
密
閉
・
密
接
の

回
避
の
徹
底
等
の
予
防
対
策
の
励
行
を
強
く
呼
び
掛

け
、
市
を
挙
げ
て
の
危
機
意
識
の
共
有
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
30
の
地
域
自
主
組
織
で
25
の
自
主
防

災
組
織
を
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
し
、
自
治
会
単
位

で
の
防
災
組
織
も
あ
り
ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
く
全

て
の
地
域
自
主
組
織
で
の
立
ち
上
げ
が
実
現
す
る
よ

う
に
市
と
し
て
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、

行
政
、
地
域
自
主
組
織
、
自
主
防
災
組
織
が
、
一
体

と
な
っ
て
非
常
事
態
に
際
し
て
の
主
体
的
役
割
を
担

う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
は
、
東
北
・
三
陸
地
方
の

標
語
で
、「
津
波
が
来
る
時
は
、
一
刻
を
争
う
非
常

事
態
で
あ
り
、
命
を
守
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
が
逃
げ

遅
れ
る
こ
と
な
く
避
難
し
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

　

危
機
に
際
し
て
肝
心
な
の
は
、
危
機
が
迫
り
つ
つ

あ
る
こ
と
の
認
識
と
そ
れ
に
対
し
て
の
迅
速
な
判
断

と
行
動
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
普
段
の
生
活
に
お
い
て
の
「
向
こ

う
三
軒
両
隣
」
の
環
境
、
そ
う
し
た
環
境
の
拡
大
版

と
し
て
の
地
域
自
主
組
織
の
役
割
の
大
切
さ
を
、
今

回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
遭
遇
し
改
め
て
思
っ
た
次
第
で

す
。�

〈
４
月
15
日
執
筆
〉

▲市ホームページに「新型
コロナウイルス感染症に
関する情報」を掲載して
います。（URL は上記二
次元コードから読み取れ
ます）
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６月で満１歳（令和元年６月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで５月８日(金)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
　※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますので注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所情報政策課「わが家のHOPE」係

E-Mail で送付される場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家のHOPE」としてください。）

子育て情報をひとまとめにしたサイトです。ぜひ、活用ください。

http://kosodate-unnan.jp または、右記の二次元コードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。雲南市

宗
そうし

志ちゃん（加茂町南加茂）
令和元年５月８日生まれ
宗ちゃん、１歳のお誕生日おめで
とう 　これからも可愛い笑顔を
たくさん見せてね

竹た
け
し
た下
祐ゆ
う
す
け輔
さ
ん
・
尚し
ょ
う
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

音
おとは

葉ちゃん（大東町下佐世）
令和元年５月９日生まれ
1 歳のお誕生日おめでとう
ニコニコ笑顔の音ちゃんにたくさん幸せ
もらってるよ  元気にすくすく育ってね

小こ
い
け池
祐ゆ
う
す
け介
さ
ん
・
茜あ
か
ねさ
ん
の
お
子
さ
ん

未
み さ

彩ちゃん（三刀屋町三刀屋）
令和元年５月４日生まれ
みさちゃん一歳おめでとう
いっぱい遊んでいっぱい笑って
元気に大きくなってね

渡わ
た
な
べ部
貴た
か
ひ
ろ宏
さ
ん
・
千ち
さ
と里
さ
ん
の
お
子
さ
ん

楓
ふうき

葵ちゃん（木次町里方）
令和元年５月 15日生まれ
ふーちゃん１歳おめでとう
いつもニコニコでかわいいよ
元気に大きくなってね

村む
ら
お尾
英ひ
で
ゆ
き行
さ
ん
・
瑞み
ず
き貴
さ
ん
の
お
子
さ
ん

麻
ま ほ

萌ちゃん（加茂町近松）
令和元年５月８日生まれ
まほちゃん 誕生日おめでとう
いつもかわいい笑顔に癒されてるよ
いっぱい笑って元気に育ってね

青あ
お
き木
崇た
か
ひ
ろ浩
さ
ん
・
里り

さ沙
さ
ん
の
お
子
さ
ん

結
ゆいな

愛ちゃん（掛合町掛合）
令和元年５月 22日生まれ
お誕生日おめでとう
これからも元気に大きくなってね

小こ
だ
き瀧
幸ゆ
き
ひ
ろ弘
さ
ん
・
今き
ょ
う
こ
日
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

 麦
むぎ

ちゃん（大東町清田）
令和元年５月 31日生まれ
むぎ 1歳おめでとう
これからもみんなで沢山笑って
楽しい思い出をいっぱい作ろうね

加か
と
う藤　
誠ま
こ
とさ
ん
・
真ま

ゆ

み
由
美
さ
ん
の
お
子
さ
ん

美
み ほ

帆ちゃん（大東町新庄）
令和元年５月 16日生まれ
我が家の笑顔の源 　大好きなお兄
ちゃんとこれからも仲良くね 　たく
さん笑って元気に大きくなってね

金か
な
も
り森
真し
ん
じ司
さ
ん
・
千ち

え恵
さ
ん
の
お
子
さ
ん

満　歳

ＨＯＰＥ
わが家の

5月で5月で
おめでとう
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雲南病院だより

整形外科　医員

　佐
さ

藤
とう

　匡
まさ

哉
や

　６ヵ月間、出雲市民病院で勤務し、この
度地元雲南市に帰ってきました。地元で働く
ことができる喜びを感じながら、皆さんへ恩
返しができるよう日々精進していまります。

地域ケア科　医員

　西
にし

倉
くら

　　希
のぞみ

　関東労災病院で研修し、今年から地域ケ
ア科でお世話になります。島根県での生活
は初めてになりますが、雲南市から地域医療
に貢献できるように全力で取り組んでいきた
いと思います。何卒よろしくお願いします。

地域ケア科　医員

　澤
さわ

　　純
じゅん

平
ぺい

　島根大学医学部を卒業後、島根大学医学
部附属病院、島根県立中央病院で研修をし
てきました。地域医療に少しでも貢献でき
るよう、毎日研鑽を積み、患者さんに寄り
添った医療を心掛けてまいります。何卒よ
ろしくお願いします。

雲
南
病
院
だ
よ
り

整形外科　副院長

　岩
いわ

佐
さ

　潤
じゅん

二
じ

【資格】日本整形外科学会専門医
　　 　日本整形外科学会脊椎脊髄病医
　　　 日本整形外科学会リウマチ医
　　　 日本整形外科学会スポーツ医
　島根医科大学（現、島根大学医学部）を卒業
後、島根大学の整形外科に入局し主に大学病院
で研究に努めた後、松江赤十字病院で10年間
勤務をしました。整形外科疾患に対する最善の
医療を行い、雲南地域の地域医療に貢献できれ
ばと考えています。何卒よろしくお願いします。

リハビリテーション科　医員

　前
まえ

木
き

奈
な

津
つ

美
み

　島根大学リハビリテーション講座より来まし
た。地域の皆さんにより良いリハビリテーショ
ンを提供できるよう、全力を尽くしたいと思い
ます。どうぞよろしくお願いします。

地域ケア科　医員

　池
いけ

田
だ

　啓
ひろ

孝
たか

　島根大学医学部を卒業後、島根大学医学部附
属病院、島根県立中央病院で研修をしてきまし
た。雲南市の地域医療に少しでも貢献できるよう
に頑張りたいと思います。よろしくお願いします。

２階病棟　助産師

　横
よこ

路
じ

さつき
　地域の皆さんのお力にな
れるよう努力していきます。
よろしくお願いします。

３階西病棟　看護師

　藤
ふじ

原
はら

　理
り

恵
え

　地元の市立病院で働け
ることに感謝し、地域の
皆さんのお力になれるよ
う一生懸命頑張ります。

４階西病棟　看護師

　伊
い

藤
とう

　友
ゆ

理
り

　雲南市の皆さんの力になれるよ
う、明るく笑顔で頑張ります。よろ
しくお願いします。

放射線技術科　放射線技師

　奥
おく

井
い

　　俊
しゅん

　医療従事者として患者さんに信頼
していただけるよう、精一杯頑張っ
ていきたいと思います。

リハビリテーション技術科　理学療法士

　三
み

浦
うら

　正
せい

也
や

　雲南市に貢献できるように、日々
精進し一生懸命頑張りたいと思いま
す。よろしくお願いします。

リハビリテーション技術科　作業療法士

　金
かね

村
むら

　貴
たか

允
まさ

　雲南市の皆さんのお役に立てるよ
うに日々努力し頑張っていきますの
でよろしくお願いします。

栄養管理科　調理員

　恩
おん

田
だ

　はな
　患者さんに安全安心な食事を提
供できるように頑張ります。よろし
くお願いします。

総務課　事務員

　山
やま

岡
おか

　武
たけ

竜
ろう

　一日でも早く仕事を覚え、市民の
方々の為に一生懸命頑張ります。

訪問事業課　看護師

　柿
かき

木
のき

　　守
まもる

　一人でも多くの住民の方が“幸せ”
に暮らすことができるように、訪問
看護師として頑張っていきたいと思
います。よろしくお願いします。

薬剤科　薬剤師

　周
す

藤
とう

　和
かず

真
ま

　薬剤師として地域の皆さんに最善
の医療を提供できるように努力して
いきたいと思います。よろしくお願
いします。

２階病棟　看護師

　福
ふく

間
ま

　美
み

優
ゆ

　地域の皆さんに信頼していた
だけるように日々頑張ります。よ
ろしくお願いします。

２階病棟　看護師

　藤
ふじ

川
かわ

　菜
な

摘
つみ

　地域の皆さんに看護というかたち
で恩返しや貢献ができるよう頑張り
ますので、よろしくお願いします。

３階東病棟　看護師

　廣
ひろ

戸
と

　愛
まな

永
え

　大好きな地元に医療の面か
ら貢献できるよう、日々精進し
頑張っていきたいと思います。
よろしくお願いします。

３階東病棟　看護師

　昌
しょう

子
じ

　彩
あや

伽
か

　地域の方に信頼され、親しみを持っていただける
ような看護師になれるよう、日々努力を重ねていき
たいと思います。雲南市の地域医療に貢献できる
ように頑張りますので、よろしくお願いします。

３階西病棟　看護師

　小
お

畑
ばた

実
み

奈
な

美
み

　地元である雲南市で、地域医療
に貢献していけることを誇りに思い
ながら日々精進してまいりたいと思
います。よろしくお願いします。
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令和２年度　雲南市立病院組織体制
■病院事業管理者：大谷　順　　■病院事業副管理者：原田　正俊　　■院長：西　英明　　■統轄副院長：佐野　啓介
■副院長：森脇　義弘、瀬島　斉、岩佐　潤二　　■名誉院長：大塚　昭雄　　■名誉顧問：山口　清次　　■特別顧問：服部　修三
　代表電話番号 ☎0854-47-7500、市外局番はいずれも0854

　　　　　　　　　　　　　　　（　　）は兼務   令和２年４月１日現在
部局名 科　名 職　　員　　名

診療局
　（局長：森脇義弘）
　（次長：森脇義弘）

内科 特別顧問：服部修三、診療科部長：三宅仁美、永瀬正樹、遠藤健史、（医長：太田龍一、笠　芳紀）
（医員：坂口公太、竹内秀維、西倉　希、池田啓孝、澤　純平）

外科 病院事業管理者：大谷　順、副院長：森脇義弘、診療科部長：奥田淳三
整形外科 院長：西　英明、副院長：岩佐潤二、診療科部長：檀浦智幸、伊達宏和、医員：佐藤匡哉、梅本幸葉 
人工関節センター （副院長：岩佐潤二）
小児科 名誉顧問：山口清次、副院長：瀬島　斉
皮膚科 診療科部長：大藤　聡 
産婦人科 診療科部長：今村加代、医員：中川恭子 
耳鼻いんこう科 統轄副院長：佐野啓介 
泌尿器科 診療科部長：井上圭太 
リハビリテーション科 名誉院長：大塚昭雄、医員：前木奈津美 

地域ケア科 部長：太田龍一、（医長：笠　芳紀）、医員：坂口公太、竹内秀維、西倉　希、池田啓孝、澤　純平
（事務局：勝部琢治）

眼科 大学医師等
脳神経外科 大学医師
精神科 大学医師等
放射線科 大学医師
麻酔科 大学医師
歯科口腔外科 （医長：小池尚史）
循環器科 大学医師
神経内科 大学医師
糖尿病科 （診療科部長：三宅仁美） 
血液内科 大学医師
呼吸器科 代務医師：専門医
リウマチ・膠原病科 代務医師：専門医

部局名 科・課名（電話番号）
科（課）長名 係　名 職　　員　　名

看護部
　部長：板持さとみ
　次長：前島里子
　次長：芝原啓子

外来看護科
　（師長：芝原啓子） 外来看護係

副師長：濵田亜希子、藤原祐美
古川紀子、山崎洋子、月川麻衣
会計年度任用職員：錦織照江、舟木亜希子、佐藤友美、藤原久美子、辻　佳栄、藤原由美子、内田和美
若槻久美、青木美紀子、須藤ゆかり、飛田郁代、鳥谷紀子、藤原峰子、松本尚未、坂本直美、吉田るみ子
山崎旬子、小沼満枝、原　恵子、岡田有沙、佐藤美紀、昌司直子、細木よう子、米原裕子、加藤敏子
山﨑妙子、長妻るり子、渡部三栄

２階病棟看護科
　師長：森山直美 ２階病棟看護係

副師長：吉岡由美、荒砂恵美子
濱村幾代、林　和美、黒川千尋、荒川あずさ、萬代麻美子、吉田和貴子、横路さつき、大坂友希江
渡部祐美子、川本映子、高橋理恵、平野恵美、安原久美子、松浦　愛、八幡垣里奈、佐藤香澄
高原由衣、足立彩香、福間美優、藤川菜摘、藤原寿美子、景山美幸
会計年度任用職員：川島幸子、渡部由希恵、古居幸代、深田くみ、石原晴美、松﨑松子

３階東病棟看護科
　師長：松崎八重子 ３階東病棟看護係

副師長：松浦陽子、秦　亜美
富田澄子、高橋みどり、原　明美、藤原久美、鬼村由理子、山田美保、丹羽　梓、清水晃子、吾郷友紀
尾原彩香、藤原里恵、新田莉菜、髙島沙莉奈、門脇綾香、絵馬裕介、昌子彩伽、廣戸愛永、杉原ひろみ
友塚春美
会計年度任用職員：森山愛子、増野美和子、井上美奈子、柳原明美、金山有里子、川本小百合
原　知江美

３階西病棟看護科
　師長：西村広江 ３階西病棟看護係

副師長：野々村純子、藤原千登勢
金森みち子、熱田麻沙美、安食順子、福富智美、神田　舞、永瀬真由子、奥実千子、青木裕子
HAQUOCTUYEN、石原鮎子、陶山恵美子、江角美雪、毛利有希、大菰知里、小川理恵、高川也美
長妻里香、濵村優子、沢津翔太、伊藤一希、渡部沙喜、高橋美穂、糸川真実、内部良子、藤原理恵
小畑実奈美、山本順子、松本菊江
会計年度任用職員：柴田京子、景山礼子、藤本康子、木村千尋、菅澤朝貴、伊達真理、曽田紗月

４階東病棟看護科
　師長：長妻節美 ４階東病棟看護係

副師長：深田真季
加藤志保、戸谷具美、矢壁智江、藤本麻里、白川由香、齋藤　恵、竹田知華、栗原遥香
会計年度任用職員：川上　智、宇田川京子、野々村奈津香、佐々木和枝、内田美紀、竹内志穂子

４階西病棟看護科
　師長：白石淳子 ４階西病棟看護係

副師長：藤原智恵子、石橋睦美、大坂朋子
吾郷まゆみ、中村真由美、景山真也、鶴原悦子、廣澤朋子、高木　楓、伊藤真弓、原　未紀、坂口佳子
石津成美、山﨑彩加、谷本果歩、若槻広太、石田浩介、木村紗希子、伊藤友理、田本育子
会計年度任用職員：石田陽子、樋口紘美、岡田ゆり子、谷戸ゆかり、小村有里

４階中央病棟看護科
　師長：毛利真由美 ４階中央病棟看護係

副師長：小川享子
小林孝子、和久利知恵、為石幸子、松田領子、谷本真弓、植尾美紀子、西尾幸子、内田直美
会計年度任用職員：上原由紀子、景山みどり、加多納美佐江、細田栄子、福島美奈子、佐々木純一
佐々木由美子、森山由理、新田　学、表　美香、岩間麻央、筒井乙佳、松浦美由紀

手術室看護科
　（師長：前島里子）

手術室看護係
副師長：坪倉　幸
栗間優子、伊藤一也、茂富良太、須山絵里子、原　真美、齋藤裕介、植田結理、上原拓矩、杼谷陽一
会計年度任用職員：山本由美、小林幸紀

透析室看護係
副師長：鳥谷美世枝
成相真紀子、加多納文香、藤原清美
会計年度任用職員：小林智明
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医療技術部
 （部長：佐野啓介）
　次長：田中美能留

薬剤科
　科長：高木賢一 薬剤係 係長：吉野由美子

本田正宏、上代研吾、渡部晃央、曽田勇介、周藤和真

検査技術科
　科長：岩間修平 検査技術係

係長：佐藤悦子
田部井恭子、藤原　誠、白名ゆり、須山真由美、土江知代、茢田恵美子、山本啓子、落合陽美、常松昂平
福田里沙、森山博之、細川耕平、小野悦盛
会計年度任用職員：若槻純子

放射線技術科
　科長：小林久和 放射線技術係 係長：日野雅史

田部井邦夫、日野理恵、戸谷倫之、角　保利、小豆澤真奈美、奥井　俊

リハビリテーション技術科
　科長：吉岡健太郎

リハビリテーション
技術係

係長：角　紀子、藤原康英
折坂なみ、福田瑠衣、野津千亜季、新谷圭司、長谷川光久、藤江亮介、加多納拓也、荒木いずみ、
太田祥平、落合大智、稲田奈津実、菅田里咲、熱田翔平、石原智紀、嘉本侑馬、花田菜々子
三浦正也、石倉活子、藤原貴司、日野雄太、福島令治、眞野紗希、小川正紀、南波真愛、石田健祐
稲田健介、金村貴允、田邊晃理、佐々田　翼
会計年度任用職員：大谷　華

栄養管理科
　科長：新田多智子

栄養係
（係長：新田多智子）
大島千晶、長谷川英美
会計年度任用職員：江角勝利

調理係

係長：宇山隆之
白名幹夫、山根　猛、大島　浩、小林友紀、村上仁史、神田　治、恩田はな
会計年度任用職員：佐藤芳正、安原美紀子、藤原いづみ、藤原典子、足立恵子、秦　彩乃、加藤京子
高橋　透、加藤理恵、若槻陽二、大村卓三、宇都宮民子、沢和百合子、恩村厚子、錦織　勲、景山　岬
道下大輔

事務部
　部長：石原　忍
 （次長：石原　忍）

総務課
☎47-7532
　47-7533
　課長：小川祐幸

総務係
係長：藤原富夫
須山絹恵、長澤　純、山岡武竜
会計年度任用職員：宮川聡子、千原善信、石川徂圓、青木茂章、森山　剛、横山美昭、友塚結花
森山美穂子、高田恵里

管財係
係長：土江　隆
高本大輔、土江　剛
会計年度任用職員：小池　悠

企画財政課
☎47-7529
　課長：菊地　亮

財政係 係長：佐伯邦義
藤原百香里

企画係
（係長：菊地　亮）
勝部琢治
会計年度任用職員：深田理恵、矢田明子

情報管理課
☎47-7502
　課長：細木雄二

医事係
係長：新田文雄
岡　淳美
会計年度任用職員：八幡美雪、長谷川千恵、森山菜穂子、松村知世

情報係 （係長：細木雄二）

地域医療人育成センター
　（所長：森脇義弘）
　（副所長：奥田淳三）
　（副所長：太田龍一）
　（副所長：板持さとみ）

事務局 （菊地　亮、勝部琢治、佐伯邦義、藤原百香里）

医療安全部
　（部長：佐野啓介）

医療安全推進室
　（室長：佐野啓介） 医療安全管理者：原　洋子

感染防止対策室
　（室長：瀬島　斉）

健康管理センター
　（所長：西　英明）
　（副所長：太田龍一）

保健推進課
☎47-7510
　課長：渡部初枝

保健係
係長：松浦秋湖
内田由美子
会計年度任用職員：藤原実加、今岡亜妃、日野里美、石田敬子

地域連携室
☎47-7520
　室長：江角小百合

地域連携係 係長：新田　悟

医療福祉係 副師長：高橋睦子、係長：三島康文
渡部紗也香、森山早紀、板垣なおみ

ふれあいセンター
　（所長：森脇義弘）

訪問事業課
☎47-7530
　課長：錦織理恵

訪問看護係
（係長：錦織理恵）
伊藤泰子、原めぐみ、柿木　守、影山哲士、湯村　司、山根　優
会計年度任用職員：石飛節子、深ヶ迫美佳

附属掛合診療所
☎62-0135
　所長：笠　芳紀
　事務長：福間克己
　経理課長：筒井 英二

（医師：西　英明、服部修三、太田龍一、西倉　希、澤　純平、池田啓孝）
歯科医師：小池尚史
瀬尾由美子
会計年度任用職員：佐藤孝子、渡邊智昭、藤原崇子、石原陽子

〇診療科　　内科、整形外科、歯科
〇診療時間　9：00～11：00　　13：30～15：00

附属掛合診療所、波多出張診療所　診療担当医一覧表
令和２年４月１日現在

月 火 水 木 金

内　　科
整形外科

午前 笠　　芳紀 池田　啓孝 太田　龍一 笠　　芳紀 服部　修三

午後 笠　　芳紀
（第 2）整形外科
（第 1・3・4・5）

訪問診療
太田　龍一 笠　　芳紀 服部　修三

（波多出張診療所）

歯　　科
午前 小池　尚史 － 小池　尚史 小池　尚史 小池　尚史

午後 小池　尚史 － 小池　尚史 小池　尚史 小池　尚史
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○乳腺外来：予約が必要です。外科外来で行っています。
○禁煙外来：毎週火曜日、水曜日、木曜日の午前中に外科外来で行っています（要予約）。
○肛門外来：外科外来で行っています。
○小 児 科：毎週月曜日・金曜日の午後（要予約）は、14時から小児神経外来を行っています。
　　　　　　毎週火曜日の午後（要予約）は、６～８ヵ月乳児健診（13時～14時）、ワクチン外来（14時～16時）を行っています。
　　　　　　毎週水曜日の午後（要予約）は、ワクチン外来を行っています。
　　　　　　一般外来は火曜日・水曜日の午後は休診となります。
○眼　　科：完全予約制です。コンタクト外来は行っていません。

診療科 診察室
番号

予約の
有無

月 火 水 木 金
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

整 形 外 科

診察室
1

再診は
要予約 西　 英明 - 岩佐 潤二 - 西　 英明 - 岩佐 潤二 - 西　 英明 -

診察室
2

再診は
要予約 伊達 宏和 - 佐藤 匡哉 - 伊達 宏和 - 伊達 宏和 - 岩佐 潤二 -

診察室
3

再診は
要予約 佐藤 匡哉 - 檀浦 智幸 - 檀浦 智幸 - 佐藤 匡哉 - 檀浦 智幸 -

診察室
6

再診は
要予約 - - - - - - 松井　 譲 - - -

診察室
15

再診は
要予約 - -

石部 陽二
9:00 ～ 14:00

（リウマチ・膠原病科）
- - - - - -

皮 膚 科 診察室
4

一部
予約 大藤 　聡 - 大藤 　聡 - 大藤 　聡 - - - 大藤 　聡 -

脳 神 経 外 科 診察室
5 - - 大学医師

（9:30 ～診察） - - - - - 大学医師
(9:30 ～診察） -

麻 酔 科 診察室
6 - - 大学医師 - - - - - - -

外 科
診察室
7 森脇 義弘 - 大谷 　順

( 初診・一部予約 ) - 大谷 　順 - 大谷 　順
（再診のみ） - 担当医 大学医師

（第３）

診察室
8 - - 奥田 淳三 - 奥田 淳三 - - - - -

泌 尿 器 科 診察室
10

一部
予約 井上 圭太 - - - 井上 圭太 - 井上 圭太 - 井上 圭太 -

耳 鼻 い ん こ う 科 診察室
11

一部 
予約 佐野 啓介 佐野 啓介 

14:30 ～ 佐野 啓介 - 佐野 啓介 - 佐野 啓介 
（予約のみ） - 佐野 啓介 佐野 啓介 

14:30 ～

小 児 科
診察室
12 瀬島 　斉

瀬島 　斉 
( 予約のみ）

( 小児神経外来 )
瀬島　斉 - - - - 瀬島 　斉 

（第１、３） 瀬島 　斉
瀬島 　斉 
( 予約のみ）

( 小児神経外来 )

診察室
13 - 山口 清次 - 山口 清次 山口 清次 山口 清次 

(ワクチン外来) 山口 清次 山口 清次 
（第２、４） - 大学医師 

( 一般外来 )(6～8ヵ月乳健・ワクチン外来)

内 科

初 診 診察室
14 澤　 純平 - 和足 孝之 - 西倉 　希 -

服部 修三
（隔週） - 池田 啓孝 -永瀬 正樹 
（隔週）

再 診

診察室
15 予約 - - - - 池田 啓孝 - 服部 修三 

（第２、４） - - -

診察室
16 予約 坂口 公太 - - - - - - - -

診察室
17 予約 服部 修三 - 服部 修三 - 遠藤 健史 - 澤　 純平 - 西倉 　希 -

診察室
18 予約 永瀬 正樹 - 太田 龍一 - 笠　 芳紀 - 太田 龍一 - 永瀬 正樹 -

胃 カ メ ラ 内視鏡室 大学医師 - 大学医師 - 山本 　俊 - 遠藤 健史 - 大学医師 -

糖 尿 病 科
診察室
19

予約 三宅 仁美 - - - 三宅 仁美 - - - 三宅 仁美 -

血 液 内 科 予約 - - 大学医師 - - - - - - -

呼 吸 器 科 予約 - - - - - - 代務医師 - - -

循 環 器 科 診察室
20

予約 末廣 章一 - - - 今井 健介 - 遠藤 昭博 - 織田 禎二 -

神 経 内 科 予約 - - 安部 哲史 - - - - - - -

眼 科 診察室
23 予約 - - 大学医師 - - - 大学医師 - 代務医師 -

精 神 科 診察室
24

初診
予約 - - 板倉 征史 - 代務医師 - 今岡 大輔 - 原　 陽一 -

産 婦 人 科 診察室26 今村 加代 - 今村 加代 - 今村 加代 - 今村 加代 - 今村 加代 -

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 前木 奈津美 
「紹介患者のみ」

大塚 昭雄 
「紹介患者のみ」

大塚 昭雄 
「紹介患者のみ」 前木 奈津美 

「紹介患者のみ」

大塚 昭雄 
「紹介患者のみ」

前木 奈津美 
「紹介患者のみ」

前木 奈津美 
「紹介患者のみ」

前木 奈津美 
「紹介患者のみ」

歯 科 口 腔 外 科 - - 小池 尚史
「紹介患者のみ」 - - - - - - -

受　付　時　間
新患受付 午　　前  　８時３０分 ～ １１時００分

午　　後  １３時３０分 ～ １６時００分（午後の診察がある診療科のみ）

再来受付 午　　前  　７時１５分 ～ １１時００分
午　　後  １３時００分 ～ １６時００分（午後の診察がある診療科のみ）

休　　診　　日 　土、日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）
　※救急の場合は、休診日や診療時間帯にかかわらず対応します。

面　会　時　間 　７時００分～２１時００分　※左記以外の面会は診療に差し支えますのでご遠慮ください。
　※３月３０日から新型コロナウイルス感染症対策により原則面会禁止

雲南市立病院　外来診療担当医一覧表
＜所在地＞
〒 699-1221
雲南市大東町飯田 96-1
Tel  （０８５４）４７- ７５００（代）
Fax  （０８５４）４７- ７５０１

〔ホームページアドレス〕
http://unnan-hp.jp/

令和２年４月１日現在

診療・予約等は　☎（0854）47-7500（代）へ問い合わせください。
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身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん
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市
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
地
域
住
民

に
身
近
な
立
場
で
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と

の
「
楽
し
さ
」
と
「
大
切
さ
」
を
広
く
市

民
へ
伝
え
る
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

地
域
運
動
指
導
員
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
１
５
７
人
の
指
導
員
を
養

成
し
、
現
在
１
０
６
人
が
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

指
導
員
の
主
な
活
動
は
、
自
分
や
家
族

を
は
じ
め
、
近
所
の
方
や
友
人
、
地
域
へ

健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
め
る
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
高
齢
者
い
き
い
き
サ
ロ
ン

等
、地
域
で
運
動
あ
そ
び
を
紹
介
し
た
り
、

健
康
に
関
す
る
こ
と
を
口
コ
ミ
（
ま
め
な

会
話
）
し
た
り
、
市
の
健
康
づ
く
り
・
介

護
予
防
事
業
に
協
力
す
る
こ
と
で
す
。

　

指
導
員
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
方
か

ら
は
、

　老化は足腰からと言いますが、調子の悪いところがあっても「年のせい」、
「一時的なもの」と見逃していませんか？“フレイル”とは高齢となり心や
体が衰えた状態を言います。フレイルは、健康状態と介護が必要な状態の中
間で、多くの高齢者がフレイルを経て徐々に介護が必要な状態となります。
　フレイルを予防するためには「しっかり噛んで、しっかり食べる」、「運動
をする」、「社会参加する」ことで健康が維持でき、フレイルから健康な状態
に回復することも期待できると言われています。

　

今
年
、
第
６
期
生
の
養
成
講
座
を
７
月

２
日
㈭
か
ら
11
月
ま
で
に
７
回
開
催
し
ま

す
。
内
容
は
、
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
の

大
切
さ
や
健
康
づ
く
り
に
効
果
的
な
運
動

等
に
つ
い
て
の
座
学
と
実
技
実
習
で
す
。

　

あ
な
た
も
自
分
自
身
や
家
族
、
身
近
な

人
の
健
康
づ
く
り
を
〝
運
動
の
力
〞
で
支

援
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
養
成
講
座
の
申
し

込
み
や
活
動
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん
へ
お
願

「
近
所
の
方
を
誘
っ
て
、
近
く
で
体
操
を

し
て
い
ま
す
。
体
操
を
し
た
後
は
心
も
体

も
軽
く
な
り
、
自
然
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て

き
ま
す
。
指
導
員
に
な
っ
て
良
か
っ
た
な

と
感
じ
る
時
で
す
」

「
自
分
の
健
康
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
、
運

動
を
通
し
て
地
域
の
方
々
と
楽
し
く
交
流

し
て
い
ま
す
。
健
康
に
目
を
向
け
て
も
ら

う
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
よ
」

等
の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

い
し
ま
す
。
な

お
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
開
催

を
延
期
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か

じ
め
了
承
く
だ

さ
い
。

　市では高齢者の介護予防の取り組みとして、筋力増強運動である「うんなん幸雲体操」をお勧めしています。
雲南夢ネットで５月２日(土)から毎週土曜日に放送します。いつまでも自分らしく住み慣れたところで暮らし続
けるために、できるところから始めてみませんか？

「うんなん幸雲体操」
雲南夢ネット

５月２日(土) 放送開始
放送時間：毎週土曜日
9:00～／14:00～

こんにちは、

です。

177

保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師
ご存じですか？“フレイル”

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

153

地
域
運
動
指
導
員
の
紹
介

指
導
員
養
成
講
座
を
開
催

研修会の様子

心
身
の
活
力

健康寿命（自立した生活が送れる期間）

加齢

衰 弱

回 復 回復

悪 化

健 康 フレイル 介護が必要

高齢期になって、心身の活力（筋力や運動能力、認知能力、社会
とのつながりなど）が低下した状態を「フレイル」といいます。

多くの高齢者が
フレイルを経て

徐々に介護が必要な
状態になります。

フレイル とはフレイル とは

葛
くず

谷
や

雅
まさ

文
ふみ

「老年医学における Sarcopenia & Frailty の重要性」
（『日本老年医学会雑誌46⑷』279-285頁、2009年）をもと
に作成
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　３月25日(水)、雲南スペシャルチャレンジ・ホープ２
期生のチャレンジ実践報告会を行い、その様子をライブ動
画配信しました。
　雲南スペシャルチャレンジ制度は、市内でさまざまな課
題にチャレンジする中高生（ジュニア）、大学生（ユース）、
若者等（ホープ）を支援する仕組みです。ふるさと納税や
まちづくり支援自動販売機の売り上げの一部、スポンサー
企業のご寄附により運営しています。
　報告会では、ホープ２期生が社会課題の解決や地域の暮
らしをより豊かにする事業の立ち上げに取り組んできた進

捗を報告し、動画配信を視聴いただいた方からの質問や応
援コメントをいただきました。
　ホープ２期生は報告会以降も継続して取り組んでいきま
す。今後も雲南市の未来を切り拓く若者チャレンジへの応
援をお願いします。

　３月25日(水)、雲南スペシャルチャレンジ・ホープ２

スペシャルチャレンジ・ホープ２期生
チャレンジ実践報告会

　新型コロナウイルスの影響でたく
さんのことが予定どおりにいきませ
んが、こういう状況に合わせる力を
持つ人類は、すごいと思います。きっ

とそういう柔軟さを養えば養うほど、未来が明るく見える
でしょう。最近そんなことを思いながら、活動を振り返っ
ています。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　２月には、雲南市国際文化交流協会の主催で毎年恒例の
早稲田大学生ホームステイ事業が行われました。私は毎回
この交流にやりがいを感じています。東京で生活している
留学生を受け入れ、日本の田舎の生活を経験する機会を提
供します。約１ヵ月、留学生はホストファミリーの家に滞
在し、日本の家庭料理やおもてなしを体験します。その間、
市内の学校や病院、神社、お寺、商店、歴史的な所等を訪ね、
いろいろな勉強や体験をします。もちろん留学生にとって
これは一生に一度の経験であり、雲南市にとってもとても
大切な事業だと思います。自分とは全く違う背景を持つ人

と知り合うこ
とで文化の違
いや性格の違
いにかかわらず、みんなは基本的に同じ人間であるという
真実を心で感じることにより、自分自身を豊かにし、さら
には我々の地域も豊かにします。こういう経験は私たちの
視野を広げ、より親切で他者に対して心が開けるようにな
り、世界とつながるために必要な力が身に付きます。
　残念ながら新型コロナウイルスの影響で留学生が予定よ
り早く東京に戻りましたが、留学生はホストファミリーや
地域との絆をつくり、関係者の皆さんに深遠で永続的な影
響を与えたと思います。私はもうすでに来年の早稲田大学
ホームステイ事業を楽しみにしており、できる限り雲南市
でこのような活動を進め、参加したいです。来年の春の早
稲田大学の留学生を受け入
れたい方は今から考えてみ
たり、家族と相談したりし
てみてください。

　報告者（発表順）

●うんなんプロモーション　吉
よし
岡
おか
　幸
ゆき
浩
ひろ
さん

　　　「地域で支えるキャリアデザイン！」

●株式会社 C
コ ミ ュ ニ テ ィ
ommunity C

ケ ア
are　藤

ふじ
井
い
　寛
ひろ
幸
ゆき
さん

　　　「地域丸ごと健康づくり『暮らしのリハ室』」

●そん　さんひょんさん
　　　「雲南市 I

アイティ
T 改革1.0」

●合同会社 E
イージー
asy G

ゴ ー
o J

ジ ャ パ ン
apan

　永
なが
瀬
せ
　敬
けい
三
ぞう
さん、中

なか
澤
ざわ
　太
だい
輔
すけ
さん

　津
つ
田
だ
　未

み
貴
き
さん

　　　「体験型観光業の確立」

▲

津
田
さ
ん

▲報告会の様子

スペシャルチャレンジ・ホープ２期生スペシャルチャレンジ・ホープ２期生
チャレンジ実践報告会チャレンジ実践報告会

須我神社で記念撮影

▲

絵付け体験の様子

▲

Hello again!
こんにちは、デレクです。

国際交流員(CIR)の異文化交流コーナー

うん、なんでしょう



【休日診療実施日程表】 ※全て日曜日

午前のみ
９～13時

５月 10、17、24、31日
６月 7、14、21、28日
７月 5、12、19、26日
８月 2、23、30日
９月 6、13、27日
10月 4、18、25日
11月 1、8、15、29日

終日
９～17時

12月 6、13、20、27日
１月 17、24、31日
２月 7、14、21、28日
３月 7、14、28日

【休日診療体制】
場 所 市立病院内科外来
診 療 科 内科（小児科含む）

連 絡 先 雲南市立病院
☎0854－47－7500

※ 受診の際は必ず市立病院へ電話連絡の上、お越しください。
※ 保険証、各種医療費助成受給者証、お薬手帳をお持ちください。

市
役
所
か
ら
のお

知
ら
せ

市
役
所
か
ら
のお

知
ら
せ

市
役
所
か
ら
のお

知
ら
せ

あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　

雲
南
市
に
次
の
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
雲
南
市

ふ
る
さ
と
納
税

恩お
ん

田だ　

保や
す

榮え

さ
ん（
大　
東　
町
）

中な
か
ぐ
ち口　

規の
り
ひ
こ彦
さ
ん（
長
崎
県
長
崎
市
）

西に
し
も
り森　

敬け
い

太た

さ
ん（
福
島
県
福
島
市
）

石い
し
ば
し橋　

正ま
さ
つ
ぐ嗣
さ
ん（
東
京
都
板
橋
区
）

山や
ま
う
ち内　
　

潤
じ
ゅ
ん
さ
ん（
東
京
都
港
区
）

宮み
や
が
わ川　

和か
ず
ひ
で秀
さ
ん（
京　
都　
市
）

都と

丸ま
る　

伸の
ぶ

顕あ
き

さ
ん（
東
京
都
江
東
区
）

内な
い
と
う藤　

卓た
く

未み

さ
ん（
東
京
都
千
代
田
区
）

江え

角す
み　

大だ
い
じ
ゅ樹
さ
ん（
東
京
都
小
金
井
市
）

片か
た

野の　
　

洋
ひ
ろ
し
さ
ん（
新　
潟　
市
）

丸ま
る
や
ま山　

直な
お
ゆ
き之
さ
ん（
千
葉
県
松
戸
市
）

太お
お

田た　

裕ひ
ろ
ゆ
き之
さ
ん（
東
京
都
港
区
）

坂さ
か
も
と本　

精せ
い

志し

さ
ん（
名
古
屋
市
）

大お
お
し
ま島　

由よ
し

照て
る

さ
ん（
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市

）

鶴つ
る

窪く
ぼ　

仁ひ
と

志し

さ
ん（
兵
庫
県
西
宮
市
）

佐さ

藤と
う　
　

靖
や
す
し
さ
ん（
東
京
都
新
宿
区
）

松ま
つ

野の　

晃あ
き

典の
り

さ
ん（
浜　
松　
市
）

黒く
ろ
し
ま島
眞し
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん（
広　
島　
市
）

實さ
ね
し
げ重　

達た
つ

也や

さ
ん（
東
京
都
世
田
谷
区
）

坂さ
か
も
と本
ひ
か
り
さ
ん（
川　
崎　
市
）

長お
さ

田だ　

達た
つ

矢や

さ
ん（
東
京
都
世
田
谷
区
）

浮う
き

田た　

和か
ず

弥や

さ
ん（
東
京
都
新
宿
区
）

山や
ま
ざ
き崎　

確さ
と

美み

さ
ん（
東
京
都
足
立
区
）

上う
え
す
ぎ杉　
　

渉
わ
た
る
さ
ん（
東
京
都
豊
島
区
）

遠え
ん
ど
う藤　

顕け
ん

史じ

さ
ん（
東
京
都
葛
飾
区
）

細ほ
そ

谷や　
　

彰
あ
き
ら
さ
ん（
兵
庫
県
三
田
市
）

本ほ
ん

田だ　

千ち

穂ほ

さ
ん（
岡　
山　
市
）

森も
り
む
ら村　

謹な
り

賢よ
し

さ
ん（
大
阪
府
高
槻
市
）

渡わ
た

部べ　

忠た
だ

雄お

さ
ん（
東
京
都
豊
島
区
）

中な
か
に
し西　

貴た
か
ゆ
き之
さ
ん（
東
京
都
江
戸
川
区
）

川か
わ

辺べ　

修し
ゅ
う
じ司
さ
ん（
愛
知
県
み
よ
し
市
）

大お
お
く
ぼ

久
保　

毅
つ
よ
し
さ
ん（
東
京
都
港
区
）

村む
ら

田た　

充み
つ

弘ひ
ろ

さ
ん（
東
京
都
江
東
区
）

林は
や
し　
　

真し
ん

二じ

さ
ん（
大　
阪　
市
）

花は
な
や
ま山　

寛ひ
ろ

隆た
か

さ
ん（
岩
手
県
奥
州
市
）

篠し
の
ざ
き崎　

勇ゆ
う

樹き

さ
ん（
神
奈
川
県
海
老
名
市

）

石い
し
と
び飛　

昌ま
さ

康や
す

さ
ん（
大
阪
府
寝
屋
川
市
）

多た

く久
田だ

勝か
つ
の
り則
さ
ん（
松　
江　
市
）

長な
が
さ
わ澤　

孝た
か
ゆ
き之
さ
ん（
松　
江　
市
）

雲
南
市
原
爆
被
爆
者
協
議
会

　

会
長�

糸い
と
は
ら原
勇い
さ

雄お

さ
ん（
大
東
町
）

原は
ら　
　

美よ
し

男お

さ
ん（
松　
江　
市
）

櫻さ
く
ら
い井　

悦え
つ

子こ

さ
ん（
木　
次　
町
）

村む
ら

尾お　

丁て
い

子こ

さ
ん（
木　
次　
町
）

岡お
か

田だ　

英ひ
で

信の
ぶ

さ
ん（
大　
東　
町
）

渡わ
た
な
べ部　

幸ゆ
き
と
し利
さ
ん（
三
刀
屋
町
）

小こ
ば
や
し林　

敏と
し

雄お

さ
ん（
松　
江　
市
）

竹た
け

部べ　

友と
も

久ひ
さ

さ
ん（
東
京
都
板
橋
区
）

戸と

や谷　

弘ひ
ろ
あ
き明
さ
ん（
松　
江　
市
）

山や
ま
も
と本　

景け
い

三ぞ
う

さ
ん（
愛
知
県
豊
橋
市
）

森も
り　
　

淑と
し

子こ

さ
ん（
徳
島
県
阿
南
市
）

金キ
ム　
　

光
グ
ァ
ン
ウ
ォ
ン
元
さ
ん（
東
京
都
江
戸
川
区
）

後う
し
ろ
や
ま山　

侑ゆ
う

己き

さ
ん（
東
京
都
調
布
市
）

福ふ
く

井い　

律り
つ

夫お

さ
ん（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

佐さ

さ

き
々
木
雄ゆ
う

二じ

さ
ん（
千
葉
県
松
戸
市
）

大お
お
し
ま嶋　

英ひ
で

裕ひ
ろ

さ
ん（
大　
阪　
市
）

藤ふ
じ
お
か岡　

哲て
つ

哉や

さ
ん（
東
京
都
文
京
区
）

國く
に

重し
げ　

昌ま
さ

克き

さ
ん（
東
京
都
世
田
谷
区
）

中な
か
む
ら村　

光み
つ

宏ひ
ろ

さ
ん（
北
海
道
滝
川
市
）

吉よ
し
む
ら村　
　

渉
わ
た
る
さ
ん（
宮
崎
県
延
岡
市
）

木き

村む
ら

弘こ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん（
札　
幌　
市
）

田た

中な
か　

稔と
し

哉や

さ
ん（
東
京
都
中
野
区
）

吉よ
し
お
か岡　

謙け
ん

二じ

さ
ん（
川　
崎　
市
）

山や
ま
も
と本　

隼
し
ゅ
ん
す
け佑
さ
ん（
横　
浜　
市
）

小お

引び
き　

宏ひ
ろ
ゆ
き之

さ
ん（
東
京
都
北
区
）

金か
な

津つ

あ
や
子こ

さ
ん（
松　
江　
市
）

深ふ
か

木ぎ　

春は
る

美み

さ
ん（
松　
江　
市
）

島
根
県
被
爆
二
世
の
会（
松
江
市
）

本も
と
む
ら村
龍り
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん（
長
崎
県
長
崎
市
）

雲
南
市
休
日
診
療

健
康
づ
く
り
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
０

　

雲
南
市
休
日
診
療
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
度
は
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

 

◆
４
月
か
ら
11
月
ま
で 

午
前
の
み（
９
時
か
ら
13
時
ま
で
）

 

◆
12
月
か
ら
３
月
ま
で 

終
日
（
９
時
か
ら
17
時
ま
で
）

　

休
日
診
療
は
、
日
曜
日
に
雲
南

医
師
会
の
医
師
が
、
市
立
病
院
で

行
い
ま
す
の
で
、
急
な
発
熱
が
あ

る
等
、
心
配
な
時
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
年
末
年
始
・
連

休
の
日
曜
日
等
は
除
き
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
病
状
に
よ
っ
て
は
、
市

立
病
院
の
救
急
外
来
で
対
応
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
日
程
、
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

本も
と
む
ら村　

和か
ず

嗣し

さ
ん（
長
崎
県
長
崎
市
）

小お

川が
わ　

栄え
い
い
ち一
さ
ん（
福　
岡　
市
）

☆
令
和
２
年
３
月
31
日
寄
附
者
分
ま
で

　

な
お
、
令
和
２
年
４
月
１
日
以

降
に
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
い
た
し
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　

メ
ト
ロ
電
気
工
業
株
式
会
社

（
愛
知
県
安
城
市
）

事
務
用
ワ
ゴ
ン

　

株
式
会
社
山
陰
合
同
銀
行

雲
南
支
店

お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

◎
叙
位
叙
勲

正
六
位
・
瑞
宝
双
光
章

教
育
功
労
に
よ
り

故�

佐さ

藤と
う　

孝こ
う

吉き
ち

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

児
童
手
当
現
況
届
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男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　

法
律
等
に
関
す
る
相
談
を
希
望

さ
れ
る
女
性
を
対
象
に
、
女
性
弁

護
士
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

　

希
望
の
方
は
、
相
談
日
の
前
日

ま
で
に
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

【
第
一
回
目
】
５
月
13
日
㈬

　

13
時
30
分
か
ら
15
時
40
分
ま
で

【
第
二
回
目
】
７
月
31
日
㈮

　

13
時
30
分
か
ら
15
時
40
分
ま
で

【
第
三
回
目
】
11
月
27
日
㈮

　

13
時
30
分
か
ら
15
時
40
分
ま
で

　

☎
０
８
５
４-

42-

３
８
３
８

（
女
性
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

人
権
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
４-
42-

１
７
６
７

　
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
？
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
（
昭
和
24
年
６
月

１
日
）
を
記
念
し
て
、
６
月
１
日

を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定

め
、
全
国
的
に
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
す
る
等
、
人
権
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

出
雲
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

松
江
地
方
法
務
局
出
雲
支
局
で
は

女
性
弁
護
士
相
談

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

人
権
擁
護
委
員
の
日
に
合
わ
せ
、

次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
の

開
設
を
し
ま
す
。

 

大
東
町 

 

【
開
設
日
】
６
月
10
日
㈬

【
時
間
】
10
時
か
ら
12
時
ま
で

【
場
所
】
大
東
総
合
セ
ン
タ
ー

 

加
茂
町 

 

【
開
設
日
】　

６
月
１
日
㈪

【
時
間
】
９
時
か
ら
12
時
ま
で

【
場
所
】
加
茂
総
合
セ
ン
タ
ー

 
木
次
町 

 
【
開
設
日
】
６
月
３
日
㈬

【
時
間
】
13
時
か
ら
16
時
ま
で

【
場
所
】
木
次
総
合
セ
ン
タ
ー

 

三
刀
屋
町 

 

【
開
設
日
】
６
月
１
日
㈪

【
時
間
】
13
時
か
ら
16
時
ま
で

【
場
所
】
三
刀
屋
総
合
セ
ン
タ
ー

 

吉
田
町 

 

【
開
設
日
】
５
月
28
日
㈭

【
時
間
】
９
時
か
ら
12
時
ま
で

【
場
所
】
吉
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

掛
合
町 

 

【
開
設
日
】
６
月
２
日
㈫

【
時
間
】
９
時
か
ら
12
時
ま
で

【
場
所
】
掛
合
ま
め
な
か
セ
ン
タ
ー

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
悩
み
事

や
困
り
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

雲
南
市
名
誉
市
民
　
陶す

山や
ま

吉き
ち

朗ろ
う

様
が

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た

　

雲
南
市
名
誉
市
民　

陶
山
吉
朗
様
が
、
令
和
２
年
４
月
12
日
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

陶
山
様
は
、
地
域
の
中
核
病
院
で
あ
る
「
平
成
記
念
病
院
」
の

開
設
、
ま
た
県
内
で
は
民
間
初
と
な
る
特
別
養
護
老
人
施
設
を
開

設
さ
れ
、
民
営
介
護
施
設
運
営
の
先
駆
け
と
な
ら
れ
た
他
、
雲
南

医
師
会
を
発
足
、
初
代
の
会
長
に
就
任
さ
れ
る
等
、
地
域
医
療
の

振
興
と
保
健
・
福
祉
体
制
の
整
備
・
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
大
き
な
功
績
に
よ
り
、
平
成
26
年
に
雲
南
市
名
誉
市
民
の
称

号
を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
改
め
て
陶
山
様
の
功
績
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　

出
張
相
談
の
年
金
手
続
き
・
相

談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

※�

予
約
は
前
日
（
前
営
業
日
）
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
相
談
日
】
５
月
20
日
㈬

【
予
約
相
談
時
間
】

　

10
時
か
ら
14
時
45
分
ま
で
（
15

時
30
分
終
了
予
定
）

【
場
所
】

　

雲
南
市
役
所
本
庁
舎
２
階

２
０
３
・
２
０
４
会
議
室

【
予
約
の
手
順
】

①�

年
金
手
帳
等
基
礎
年
金
番
号
が

分
か
る
も
の
を
準
備
く
だ
さ
い
。

②�

下
記
の
予
約
先
へ
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。

③�

音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
の
で

「
１
」
の
後
に
「
２
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

④�

担
当
者
に
「
雲
南
市
役
所
の
出

張
相
談
予
約
」
と
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

⑤�

担
当
者
の
質
問
に
答
え
て
く
だ

さ
い
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

松
江
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
５
２-

23-

９
５
４
０

年
金
出
張
相
談

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
方

は
、
毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
届
は
、
受
給
者
や
児
童
の

支
給
要
件
等
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
対
象
と
な
る
家
庭
に

は
５
月
末
に
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。

【
提
出
期
限
】
６
月
30
日
㈫
必
着

　

期
限
内
に
提
出
さ
れ
な
い
場

合
、
６
月
以
降
分
の
児
童
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
】

　

市
民
生
活
課
ま
た
は
各
総
合
セ

ン
タ
ー
市
民
福
祉
課

児
童
手
当
現
況
届

口座振替の方は、 前日までに
残高を確認してください。
口座振替の方は、 前日までに
残高を確認してください。

◎固定資産税（第１期）

◎軽自動車税

今月の税金

納期限は６月１日（月）です。
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環
境
政
策
室

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

集
め
て
い
た
だ
い
た
ご
み
の
処
理

は
、
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

①�

ゴ
ミ
回
収
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実

施
は
、
事
前
に
各
総
合
セ
ン

タ
ー
市
民
福
祉
課
へ
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

②�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
で
分
別

を
お
願
い
し
ま
す
。

③�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
自
ら
が

処
分
場
へ
持
ち
込
む
こ
と
を
原

則
と
し
ま
す
。

④�

各
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課

か
ら
処
分
場
へ
連
絡
し
、
許
可

を
得
て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑤�

雲
南
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
・

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
い
い
し

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
処
分
場
へ

の
持
ち
込
み
は
無
料
で
す
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
伴
う
ご
み
の
処
理

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

 

◆
市
営
住
宅
等
入
居
者�

【
募
集
期
間
】

　

５
月
７
日
㈭
か
ら
５
月
14
日
㈭

17
時
ま
で

【
募
集
団
地
】

税
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
４

　

令
和
元
年
分
の
所
得
税
の
申
告

期
限
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
４
月
16
日
㈭

ま
で
延
長
さ
れ
、
そ
の
後
も
随
時

受
け
付
け
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
、
市
・
県
民
税
の
納
税
通

知
書
は
給
与
所
得
者
の
方
は
事
業

主
を
通
じ
て
、
そ
れ
以
外
の
方
は

６
月
中
頃
ま
で
に
直
接
通
知
を
送

付
し
て
い
ま
す
が
、
３
月
17
日
㈫

以
降
に
所
得
税
の
申
告
書
を
提
出

さ
れ
た
場
合
は
6
月
当
初
の
納
税

通
知
書
や
７
月
当
初
の
保
険
料
の

決
定
通
知
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
翌
月

以
降
の
変
更
の
通
知
に
よ
り
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

市
営
・
県
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

令
和
２
年
度
市
・
県
民
税

の
納
税
通
知
書
の
発
送

　

５
月
１
日
㈮
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

　

選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

８
時
30
分
か
ら
18
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

環
境
政
策
室

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
３
３

　

令
和
２
年
度
の
「
ご
み
集
積
施

設
整
備
費
補
助
金
」
の
募
集
を
行

い
ま
す
。

【
補
助
対
象
】

・�

新
規
ま
た
は
更
新
し
よ
う
と
す

る
ご
み
集
積
施
設
設
置
の
経
費

が
１
万
円
以
上
で
、
利
用
す
る

自
治
会
等
の
世
帯
が
５
世
帯
以

上
で
あ
る
こ
と
。（
修
繕
不
可
）

【
補
助
金
額
】

・�

ご
み
集
積
施
設
設
置
経
費
の
３

分
の
１
ま
た
は
利
用
世
帯
数
に

５
千
円
を
乗
じ
た
額
の
い
ず
れ

か
低
い
方
の
額
で
、
上
限
は

10
万
円
で
す
。

【
そ
の
他
】

・�

過
去
に
こ
の
補
助
金
の
制
度
を

利
用
し
て
ご
み
集
積
施
設
を
設

置
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合

は
、
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

・�

予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
し
ま

す
。

【
申
請
書
提
出
先
】

　

環
境
政
策
室
ま
た
は
各
総
合
セ

ン
タ
ー
市
民
福
祉
課

ご
み
集
積
施
設
整
備
費

補
助
金

税
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
４

　
自
動
車
税
は
令
和
元
年
10
月
に

「
自
動
車
税
種
別
割
」
に
変
わ
り

ま
し
た
。

　

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限
は

６
月
１
日
㈪
で
す
。
必
ず
納
期
限

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
納
税

通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
島
根

県
東
部
県
民
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ペ

イ
ジ
ー
納
付
、パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
で
は
夜
間
や
休
日

も
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で

利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
東
部
県
民
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
２-

32-

５
６
２
９

環
境
政
策
室

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　
令
和
２
年
度
太
陽
光
発
電
導
入

促
進
事
業
補
助
金
の
募
集
を
行
い

ま
す
。
令
和
２
年
度
も
住
宅
用
と

事
業
所
用
を
対
象
と
し
ま
す
。

【
住
宅
用
】

　

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
３
万
４

自
動
車
税
種
別
割
の

納
期
内
納
付

太
陽
光
発
電
設
備
補
助
金

令
和
２
年
度
慰
霊
巡
拝
の

実
施

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

広 告 枠
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千
円
で
、
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
が
上
限

で
す
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ー

シ
ス
テ
ム
製
造
株
式
会
社
製
以
外

は
、
半
額
で
す
。
そ
の
他
、
島
根

県
か
ら
の
補
助
金
（
１
キ
ロ
ワ
ッ

ト
あ
た
り
１
万
円
）
を
加
算
し
ま

す
。

【
事
業
所
用
】

　

９
・
99
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
上
限
と

し
、
補
助
単
価
は
、
住
宅
用
と
同

額
で
す
。
そ
の
他
、
島
根
県
か
ら

の
補
助
金
（
市
補
助
金
の
３
分
の

１
）
を
加
算
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
住
宅
用
・
事
業
所
用

と
も
補
助
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
注
意
く
だ
さ
い
。

【
蓄
電
池
】

　

太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
す
る

と
同
時
に
設
置
す
る
蓄
電
池
を
補

助
対
象
と
し
ま
す
。補
助
単
価
は
、

蓄
電
池
設
置
経
費
に
対
し
て
上
限

10
万
円
で
す
。（
蓄
電
池
設
置
経

費
が
10
万
円
以
下
の
場
合
は
そ
の

金
額
）

　

受
付
開
始
時
期
等
の
詳
細
は
、

環
境
政
策
室
ま
た
は
各
総
合
セ
ン

タ
ー
市
民
福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令和２年度
上期運行計画が発表されました
令和２年度令和２年度
上期運行計画が発表されました上期運行計画が発表されました
令和２年度
上期運航計画が発表されました
令和２年度
上期運航計画が発表されました

ダイヤ改正により発着時刻が替わります。

航空各社から発表された３月29日～10月24日のダイヤ等の主な変更点をお知らせします。
仕事や観光には、便利になった出雲縁結び空港をぜひ利用ください。

【問】21世紀出雲空港整備利用促進協議会事務局（出雲市交通政策課内）☎ 0853-21-6819

神　戸　線

静　岡　線

ダイヤ、運賃および航空券の予約・購入は各社のホームページをご覧になるか、コールセンターへ問い合わせてください。

◆ＪＡＬコールセンター　☎ 0570－025－071（有料・利用時間：７:00～20:00）
◆ＦＤＡコールセンター　☎ 0570－55－0489（有料・利用時間：７:00～20:00）

この他、JAL福岡便１日２往復、
隠岐線１日１往復、

FDA名古屋線１日２往復、
仙台線１日１往復運航します。

出雲発
➡

神戸着 神戸発
➡

出雲着

14:05 14:55 15:30 16:25

出雲発
➡

静岡着 静岡発
➡

出雲着

17:00 18:10 8:20 9:35

FDA運航機材 (エンブラエル175)

東京（羽田）線　１日５往復

大阪（伊丹）線　１日４往復

札幌（新千歳）線

８月１日～８月31日の間、１往復が小型機（165
席）から中型機（261席）となり、１日あたり中型機
３便・小型機２便運航となります。

上期運航期間は、現行機材（76 席）４便のうち、
１便がエンブラエル190型機（クラス J15 席／普
通席80席）での運航となります。

今年も８月限定の季節運航が決定しました！

〈運航ダイヤ〉８月2日～８月31日の月・水・金・日曜日
出雲発

➡
札幌着 札幌発

➡
出雲着

14:55 16:45 11:55 13:50

伊丹線　運航機材 (E190)伊丹線　運航機材 (E190)

JAL FDA

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
に

よ
り
令
和
２
年
度
慰
霊
巡
拝
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
派
遣
地
域
は
、
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
沿
海
地
方
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
硫
黄
島
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
等
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
条
件
や
遺
族
要
件

等
、
詳
細
は
島
根
県
高
齢
者
福
祉

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
高
齢
者
福
祉
課

☎
０
８
５
２-

22-
５
２
４
０

令
和
２
年
度
慰
霊
巡
拝
の

実
施

うんなん家庭の日
雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!

社会教育課　☎0854-40-1073

うんなん家庭の日
雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!

月17日（日）5

毎月第３日曜日は
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ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

安
全
確
保
事
業

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
大
規
模
地
震
発
生
時
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
倒
壊
等
に
よ
る
災
害
を
防

農
作
物
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
事
業
補
助
金

林
業
畜
産
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
０

　
農
作
物
を
イ
ノ
シ
シ
等
の
鳥
獣

に
よ
る
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
防

護
柵
等
の
購
入
・
設
置
に
対
し
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

　

市
内
で
農
作
物
の
栽
培
・
収
穫

を
行
う
方

【
補
助
対
象
物
】

　

今
年
度
購
入
予
定
の
電
気
牧

柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
・
ガ
ル

バ
リ
ウ
ム
鋼
板
・
ト
タ
ン
・
防
鳥

ネ
ッ
ト

【
補
助
率
等
】

・
資
材
購
入
費
の
40
％
以
内

・
事
業
費
２
万
円
未
満
は
対
象
外

【
事
業
費
上
限
額
】

・
個
人　
　
　

���������������

10
万
円

・
共
同
３
戸
以
上
・
法
人�

40
万
円

・
ク
マ
対
策
用
の
電
柵　

�

50
万
円

【
そ
の
他
】

・
新
設
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

・�

今
年
度
内
に
事
業
を
実
施
さ
れ

る
も
の
に
限
り
ま
す
。

・�

提
出
書
類
は
購
入
前
に
提
出
す

る
こ
と
。

【
前
年
度
と
の
変
更
点
】

・�

対
象
資
材
に
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼

板
・
ト
タ
ン
を
追
加

・�

共
同
に
よ
る
効
果
的
な
防
除
へ

の
支
援
を
拡
充

【
提
出
書
類
】

　

申
請
書
・
計
画
図
・
見
積
書

【
申
込
締
切
】　

　

予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

厚さ

根入れ

控え壁

鉄筋

高さ

ひび割れ

こどもの読書週間・2020  「出会えたね。とびっきりの１冊に。」

木次図書館　☎ 0854－42－1021 ／ Fax0854－42－2274
大東図書館　☎・Fax  0854－43－6131
加茂図書館　☎ 0854－49－8739 ／ Fax0854－49－8696

４月23日（木）は「子ども読書の日」、４月23日（木）～５月12日（火）は「こどもの読書週間」です

各館にて「こどもの読書週間」に
ちなんだ資料を展示しています。

環
境
政
策
室

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　
墓
地
を
設
置
、
移
転
、
廃
止
す

る
場
合
は
、
自
己
所
有
地
や
借
地

で
あ
っ
て
も
雲
南
市
長
の
許
可
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
墓
地
の
設
置
に
は
墓
地

を
中
心
と
す
る
半
径
１
０
０
メ
ー

ト
ル
以
内
の
住
宅
や
施
設
等
の
所

有
者
等
の
同
意
が
必
要
と
な
る

他
、
農
地
法
等
の
許
可
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

無
許
可
で
墓
地
を
設
置
し
た
場

合
は
、
法
律
に
よ
り
懲
役
ま
た
は
罰

金
に
処
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
他
、
宗
教
法
人
等
が
経
営

す
る
墓
苑
に
墓
地
を
移
転
す
る
場

合
や
複
数
の
墓
地
を
一
つ
に
ま
と

環
境
政
策
室

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　
市
営
墓
地
の
使
用
者
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

・
加
茂
町
「
中
山
墓
苑
」

・
三
刀
屋
町
「
一
宮
墓
地
」

・
掛
合
町
「
郡
墓
地
」

　

墓
地
の
概
要
や
使
用
料
等
、
詳

し
く
は
環
境
政
策
室
ま
た
は
各
総

合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
へ
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

墓
地
の
設
置
、移
転
、廃
止

に
は
許
可
が
必
要
で
す

市
営
墓
地
を
使
用
さ
れ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す

申し込み・問い合わせ先
（会場の各図書館へお願いします）

0854－42－1021 ／ Fax0854－42－2274

石せ
き
め
ん綿
に
よ
る
疾
病
の

補
償
・
救
済

5 19月 日(火)

食 育 日の

毎月１９日は

健康づくり政策課 ☎0854-40-1040

加
茂
こ
ど
も
園
保
育

業
務
委
託
事
業
者
決
定

人
事
課

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
２
４

　
令
和
３
年
４
月
1
日
採
用
予
定

の
職
員
採
用
試
験
（
前
期
日
程
）

を
行
い
ま
す
。

【
試
験
日
】
６
月
28
日
㈰

　

試
験
区
分
、
採
用
予
定
人
数
、

受
付
締
切
日
等
の
詳
細
が
決
ま
り

次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載

し
ま
す
。

令
和
２
年
度

雲
南
市
職
員
採
用
試
験

め
る
場
合
に
も
許
可
が
必
要
な
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

墓
地
の
設
置
、
移
転
、
廃
止
を

さ
れ
る
場
合
は
、
環
境
政
策
室
ま

た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉

課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

止
し
、
通
行
者
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
小
中
学
校
が
指
定
す
る

「
通
学
路
」
に
面
し
た
危
険
性
の

高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
ま
た
は

建
て
替
え
に
要
す
る
経
費
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

受
付
期
間
は
４
月
１
日
か
ら
12

月
28
日
ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
建
築
住
宅
課
に
相
談

く
だ
さ
い
。
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くらしの消費生活窓口

雲南市消費生活センター　☎０８５４－４０－１１２３　FAX０８５４－４０－１０３９相談・問い合わせ・出前講座依頼先

「おトクにお試しだけ」のつもりが「定期購入」に！？

　販売サイト等で「初回実費０円（送料のみ）」等と通常価格より低価格で購入できることを広告
する一方で、定期購入が条件となっている健康食品や飲料、化粧品の通信販売に関する相談が島根
県消費生活センター等に多く寄せられています。

１．「定期購入が条件になっていないか」等、契約内容をしっかり確認しましょう。
２．「解約・返品できるかどうか」等、解約条件をしっかり確認しましょう。
３．事業者に連絡した記録を残しておきましょう。
４．不安に思った場合やトラブルになった場合は、消費者ホットライン「局番なしの１８８（いやや）」
　　に相談ください。

相談事例

消費者へのアドバイス

1．カウントダウンに焦って注文したら実際には定期購入が条件だった。
2．２回目に数ヵ月分の商品が一度に届いた。
3．定期購入契約を解約するには通常価格で商品を購入する必要があると言われた。
4．いつでも解約可能の定期購入を解約しようとしたが、解約の申請期間外だと断られた。
5．事業者に電話がつながらず解約できない。

―解約したくても「解約できない」、「高額で支払えない」・・・―

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を

吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を

経
て
発
症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
等
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ

く
各
種
労
災
保
険
給
付
や
石
綿
救

済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付
金

が
支
給
さ
れ
る
他
、
中
皮
腫
等
で

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
が
過

去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い

た
場
に
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
先
に
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

制
度
の
案
内
は
、
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
労
働
局
労
災
補
償
課

☎
０
８
５
２-

31-

１
１
５
９

石せ
き
め
ん綿
に
よ
る
疾
病
の

補
償
・
救
済

子
ど
も
政
策
課

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
４
４

　
令
和
３
年
４
月
か
ら
開
始
を
予

定
す
る
加
茂
こ
ど
も
園
の
保
育
業

務
委
託
に
つ
い
て
、
事
業
者
の
選

考
に
当
た
っ
て
い
た
選
考
委
員
会

よ
り
４
月
７
日
、
選
考
結
果
の
答

申
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
答
申
を

踏
ま
え
、
市
で
は
業
務
委
託
事
業

者
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
関
係
者
に
よ
る
意
見

交
換
を
行
い
、
業
務
委
託
へ
の
移

行
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
き
ま
す
。

【
業
務
委
託
事
業
者
】

社
会
福
祉
法
人�

た
ん
ぽ
ぽ　

　

理
事
長　

坂さ
か
も
と本　

宏ひ
ろ

允よ
し

加
茂
こ
ど
も
園
保
育

業
務
委
託
事
業
者
決
定答申の様子
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女性相談窓口の紹介

【問】男女共同参画センター　☎ 0854-42-1767

　雲南市男女共同参画センターをはじめ次の機関では、女性を対象とした相談を実施しています。相談は無
料で秘密は厳守されますので、気軽にご利用ください。

【相談内容例】夫婦のこと、家庭のこと、職場のこと、ＤＶやデートＤＶ等で悩みがあるとき…
機　関　名 相談方法 相　談　時　間 連　絡　先

雲南市男女共同参画センター
（雲南市木次町新市３） 面接・電話

8時30分から17時まで
（土・日・祝日・年末年始を除く）

☎0854－42－3838
（女性相談専用ダイヤル）

出雲児童相談所
（出雲市小山町 70） 面接・電話

8時30分から17時まで
（土・日・祝日・年末年始を除く） ☎0853－21－8789

島根県女性相談センター
（松江市北田町 48-1）

面　接 8時30分から17時まで
（土・日・祝日・年末年始を除く） ☎0852－25－8071

電　話 8時30分から17時まで（土日も可）
（祝日・年末年始を除く）

しまね性暴力被害者
支援センターさひめ

電　話 毎週火・木・土の
17時30分から21時30分まで ☎0852－28－0889

メール 随時（すぐに返信できない場合あり） sahime＠
onnanokonotameno-er.com

性暴力被害者支援センターたんぽぽ
（島根県女性相談センター内） 電　話 8時30分から17時まで

（土・日・祝日・年末年始を除く）
☎0852－25－3010
（相談専用ダイヤル）

木次線に乗ってみよう♪

【問】木次線利活用推進協議会事務局（うんなん暮らし推進課内）
　 　☎0854-40-1014

シリーズ
㉒

　ＪＲ木次駅では、待合室特設ギャラリーにおいて４月１日（水）から
５月６日（水・休）まで「鉄道合同写真展」が開催されています。
　「絆」と題されたこの写真展は、写真に特化したＳＮＳ「インスタグ
ラム」でつながった写真家の皆さんが鉄道をテーマに昨年度から開催さ
れたもので、木次線だけではなく、芸備線や伯備線、一畑電車等、鉄道
に関するさまざまな写真が展示されています。

 期　間　４月１日（水）～５月６日（水・休）
 時　間　７時～ 21時　会期中無休
 ところ　ＪＲ木次駅　待合室
 料　金　観覧無料

観
光
ガ
イ
ド
の
募
集

観
光
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
４

　
雲
南
市
観
光
協
会
で
は
、
市
内

主
要
観
光
地
で
観
光
客
を
案
内
す

る
観
光
ガ
イ
ド
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。
雲
南
市
の
観
光
地
に

つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
観
光
ガ
イ

ド
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
応
募
条
件
】

１�

、
雲
南
市
ま
た
は
そ
の
近
隣
に

在
住
で
、
観
光
ガ
イ
ド
に
興
味

が
あ
る
18
歳
以
上
の
方

２�

、
地
元
の
観
光
に
興
味
が
あ

り
、
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
従
事

で
き
る
方

３�

、
本
年
度
開
催
す
る
ガ
イ
ド
養

成
講
座
へ
出
席
可
能
な
方

【
受
講
料
等
】

　

無
料
（
た
だ
し
教
材
費
、
交
通

費
は
自
己
負
担
）

※�

６
月
以
降
ガ
イ
ド
講
座
を
開
催

し
ま
す
（
５
回
程
度
を
予
定
）。

【
応
募
締
切
】
５
月
29
日
㈮

【
申
込
方
法
】

　

雲
南
市
観
光
協
会
へ
電
話
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
一
社
）
雲
南
市
観
光
協
会

☎
０
８
５
４-

42-

９
７
７
０

（
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
）
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　水力発電等の発電施設が所在する市町村等に対し、地域の活性化を図ることを目的に公共用施設の整備や地域活性化
事業等に対しての交付金が交付されます。雲南市では、令和元年度に12,481千円の交付を受けました。

【問】地域振興課　☎ 0854-40-1013

令和元年度電源立地対策交付金事業

事業名 概　　　要 実施場所
【自治会施設等整備補助金】

湯村連合自治会ＡＥＤ整備、
防犯街路灯新設整備、
バス停待合所整備事業

 湯村連合自治会への備品等整備 
・ＬＥＤ防犯灯【新設】設置  10基（うち新設柱への取り付２基）
・バス停待合室【新設】設置  １基
・ＡＥＤ　１台

木次町湯村地内

掛合町防災備品整備事業

 掛合総合センターへの防災備品整備 
・大型テント、天幕セット 　     ３セット
・折りたたみテーブル　　　 　60台
・折りたたみイス　　　　　   170脚
・太陽光発電システム　　 　     ２台
・カプセルテント　　　　　　 10 個
・防災ベスト　　　　 　　　　10 着

掛合町掛合地内

【自治会施設等整備補助金】
吉田町交流センター
　（吉田・田井・民谷）
　　　　　　防災備品整備事業

 ３地区への防災備品の整備 
【吉田地区】担架付き救急リヤカー１台、石油ストーブ６台、

ストーブガード６台、ワイヤレスメガホン２台、ワイヤレス
チューナーユニット２台、ワイヤレスマイク２本、スピーカー
スタンド２台、折り畳み式簡易ベッド10台

【田井地区】かんたんてんと２台、かんたんてんと横幕８枚、
石油ストーブ６台、ストーブガード６台、トランク式自動ラッ
プ式トイレ１台、トイレ用バッテリー１台、トイレ用車用Ｄ
Ｃケーブル１台、トイレ用介助手すり１台、トイレ用テント
１台、トランシーバー４台、折り畳み簡易ベッド10台

【民谷地区】かんたんてんと２台、かんたんてんと加重プレー
ト８枚、かんたんてんと横幕８枚、石油ストーブ３台、ストー
ブガード３台

吉田町内

鍋山交流センター施設改修事業 鍋山交流センター集会室の空調設備改修 三刀屋町乙加宮地内

バス停留所標識柱設置事業 バス停留所標識柱
製作、設置、撤去 　16基 市　内

掛合町防災備品整備事業

吉田町交流センター防災備品整備事業

湯村連合自治会ＡＥＤ、防犯街路灯、バス停待合所整備事業 バス停留所標識柱設置事業鍋山交流センター施設改修事業
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住まいに関する助成制度

を
お
考
え
の
方
へ

を
お
考
え
の
方
へ

を
お
考
え
の
方
へ

耐震改修

リフォーム

新築

助 成 内 容
①耐震診断費の90％（上限6万円）
②補強計画（設計）費の50％（上限20万円）
③改修工事費の23％（上限80万円）
④解体工事費の23％（上限40万円）

条 件 等
・昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅
・市内に本社を有する法人または個人事業者の施工によること
・事前の申請をすること

免 除 期 間 【子育て世帯でない場合】３年　UIターン者または市内事業者の施工であれば ５年
【子育て世帯である場合】５年　UIターン者または市内事業者の施工であれば ７年

免 除 額

【子育て世帯でない場合】対象住宅の床面積120㎡以下の部分に係る税額のうち、
地方税法の新築軽減の規定により減額される額を差し引いた額。
※�地方税法の新築軽減の規定により減額される期間終了後は、対象受託の床面積

120㎡以下の部分に係る税額に1/2を乗じた額。
【子育て世帯の場合】対象住宅の床面積120㎡以下の部分に係る税額すべて

助 成 内 容 改修工事費の1／5（上限 都市計画区域外100万円、都市計画区域内50万円）
※既存の住宅リフォーム支援事業との併用申請は不可

条 件 等
・子育て世帯を含む三世代以上が新たに同居すること
・市内に本社を有する法人または個人事業者の施工によること
・事前の申請をすること

助 成 内 容

①雲南市の「耐震改修助成」への上乗せ助成
　耐震補強計画助成額の1/2（上限10万円）
　耐震改修工事費助成額の1/2（上限20万円）
②島根県の「しまね長寿の住まいリフォーム助成」への上乗せ助成
　バリアフリーリフォーム助成額の1/2（上限10万円）
③内装工事を伴う新規の下水道施設接続工事への助成10万円
④環境にやさしいエコ住宅改修およびエコ住宅設備工事への助成
　エコ住宅改修工事費の1/5（上限20万円）
　エコ住宅設備工事費の1/5（上限10万円）

条 件 等
・①と②は、それぞれの事業要件で交付決定されたもの
・③は排水設備確認通知書が交付されているもの
・市内に本社を有する法人または個人事業者の施工によること
・事前の申請をすること

ＵＩターン者へは空き家の改修助成もあります！
改修工事の1/2（上限50万円）※子育て世帯は上限100万円

子育て世帯とは
夫婦の年齢もしくは夫婦いずれかの年齢が40歳未満である世帯、または年齢が16歳未満のお子さんがいる世帯

住宅の耐震化に対して助成を行います。
建築住宅課　☎0854-40-1065

住宅の改修工事に対して助成を行います。
建築住宅課　☎0854-40-1065

三世代で同居される住宅改修に対して助成を行います。
うんなん暮らし推進課　☎0854-40-1014

市内に新築住宅を取得する際に
市独自の固定資産税の課税免除を受けることができます。税務課　☎0854-40-1034

住まいの

【問】うんなん暮らし推進課　☎ 0854-40-1014

空き家物件はこちらから
検索ほっこり雲南  空き家

で検索。

夏
季
エ
コ
ス
タ
イ
ル
実
施
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「雲南市多文化共生推進プラン」を策定しました

【問】地域振興課　☎ 0854-40-1013

多文化共生：�国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを認め合い、対等な関係を築こうとし
ながら、地域社会の構成員として共に生きていくこと

（出典：総務省「多文化共生推進に関する研究会報告書」）

　誰もが平和で心豊かに暮らせるまちづくりを進め、外国人住民等もまちづくりに主体的に関わることができ
ることを基本に、それぞれの文化や背景を尊重しながら安心して生活でき、さら活躍できるまちをめざします。
　（1）だれとでも気軽に交流できるやさしいまち
　（2）だれもが安心して暮らせるまち
　（3）だれもが活躍できるまち

※1 やさしい日本語：�普通の日本語より簡単で、外国人に分かりやすい日本語。もともと外国人に災害情報を「迅速
　　　　　　　　　　速に」、「正確に」、「簡潔に」伝えるために、弘前大学・社会言語学研究室により考え出された。
　　　　　　　　　　災害時だけでなく、普段のコミュニケーションでも使われるようになった。
※2 ＳＮＳ：�ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略で、インターネットを介して人間関係を構築できるパソコン・
　　　　　　スマートフォン等用のサービスの総称。代表的なものに、F

フェイスブック

acebook、T
ツイッター

witter、L
ライン

INE 等がある。

基　本　方　針 施　　　　策

多文化共生推進の基礎的な取り組み

①多文化共生の啓発
②相談・支援体制の整備
③人材の活用
④関係団体等との連携
⑤多文化共生推進の体制づくり

（1）だれとでも気軽に交流できる
　　 やさしいまち
　　 【コミュニケーション支援】

⑥ひらがな・英語・「やさしい日本語※1 」での情報提供
⑦「やさしい日本語」の普及
⑧日本語学習支援
⑨翻訳機の導入

（2）だれもが安心して暮らせるまち
　　　【生活支援】

⑩ＳＮＳ※2 を活用した情報発信
⑪事業所を通じた情報提供
⑫教育支援体制の充実
⑬保健・医療・福祉における支援
⑭災害に備えるための支援

（3）だれもが活躍できるまち
　　 【多文化共生の地域づくり】

⑮外国人住民等の自立の促進
⑯まちづくりへの参加促進
⑰「チャレンジ」の促進

基 本 方 針

多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
の
施
策
一
覧

　現在、雲南市には200人を超える外国人が居住されています。外国人住民等も暮らしやすく、日本人と同
様に活躍ができるようなまちづくりを進めていくための取り組みについて、外国人住民等との意見交換や専
門家等や関係者からの意見聴取および島根県外国人住民実態調査等の結果をとりまとめました。
　今後、このプランに基づき多文化共生を進めてまいります。市民の皆さんのご理解とご協力をお願いいた
します。なお、プランの概要は以下のとおりです。

 

お
詫
び
と
訂
正 

　

令
和
２
年
度
成
人
健
診

（
検
診
）
の
し
お
り
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

３
ペ
ー
ジ

４�

、
乳
が
ん
検
診
の
「
注
意

事
項
」
の
欄
に
追
加

　

令
和
元
年
度
に
雲
南
市
が

実
施
す
る
乳
が
ん
検
診
を
受

け
た
方
は
、
今
年
度
は
受
診

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

人
事
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
１

　
市
で
は
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
の
一
環
と
し
て
、
事
務
室
等
の

適
温
化
を
推
進
し
ま
す
。
５
月
か

ら
10
月
31
日
㈯
ま
で
、
職
員
は
執

務
に
あ
た
っ
て
ネ
ク
タ
イ
、
上
着

を
着
用
し
な
い
軽
装
運
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

夏
季
エ
コ
ス
タ
イ
ル
実
施
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市立図書室の利用案内
三刀屋図書室　“うちらの本箱”（永井隆記念館内）
　建替え工事のため長期休館中です。
　電　　話：0854－40－1073

　吉田図書室（吉田交流センター内）　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：毎週土・日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
 （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

木次図書館 　☎0854-42-1021　開館時間：10:00～18:00
 ５月の休館日  
毎週月曜日、祝日：３日（日）～６日(水)、振替休館日：７日(木)
図書整理日：31日(日)
 イベント案内 
☆よみかたりのじかん　毎週木曜日　14:30～
☆ちっちゃい劇場　27日(水）16:30～
☆コウノトリ写真展　12日（火）～23日（土）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館 　☎0854-43-6131　開館時間：10:00～18:00
 ５月の休館日  
毎週金曜日、祝日：３日（日）～６日(水)、図書整理日：31日(日)

 イベント案内 
　☆こぐまちゃんくらぶ（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　会　場：大東図書館多目的室
　　開催日：11日(月)、25日（月）10:30～（30分程度）
＊毎週月曜日午前中（10:00～12:00）は『いいよのじかん』です。
赤ちゃん小さな子どもさん、泣いたり大きな声が出ても大丈夫です。保護者の方も気兼ね
なくゆっくりと図書館を利用ください。皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。
☆司書体験講座　16日(土）10:30～12:00、14:00～15:30
小学生向けの、図書館の仕事を体験するイベントです。
(※要申込、詳細は図書館へ問い合わせください)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館 ☎0854-49-8739　開館時間：10:00～18:00
 ５月の休館日  
毎週木曜日、祝日：３日（日）～６日(水)、図書整理日：１日(金)、31日(日)
 イベント案内 
　☆司書体験講座　17日(日）10:30～12:00、14:00～15:30

小学生向けの、図書館の仕事を体験するイベントです。
(※要申込、詳細は図書館へ問い合わせください)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）市内図書館どこでも借りることができます。貸出中の場合は予約（取

り寄せ含む）ができます。各館へ問い合わせください。
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え
國
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織
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きょ
年
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」▼長
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月
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天
あま
音
ね
「ほどなく、お別

わか
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とう
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か
」

▼冨
ふ
士
じ
本
もと
由
ゆ
紀
き
「愛

あい
するいのち、いらないいのち」▼古

ふる
田
た
雄
ゆう
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すけ
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なか
身
み
も『遺

い

品
ひん
』です」▼相

あい
沢
ざわ
沙
さ
呼
こ
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れい
媒
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偵
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じょう
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翡
ひ
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すい
」▼小

こ
柳
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」▼青

あお
山
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とう
事
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者
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」▼垣

かき
谷
や
美
み
雨
う
「うちの父
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転
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を
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崎
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おとこ
」▼高

たか
山
やま
なおみ「おにぎりをつくる」

園（
所
）開
放
日

大
東
西 こ ど も 園 21日㈭ 9:30～11:00
海 潮 こ ど も 園 ● 14日㈭ 9:00～11:00
あおぞら保育園 毎日（平日） 試食の予約：当日9:00まで（試食は金曜のみ）

加
茂
加 茂 こ ど も 園 27日㈬ 9:30～12:00（※要予約、〆切21日㈭)
たちばら保育園 ◆ 月曜日～金曜日（平日） 9:30～11:00

三
刀
屋
三 刀 屋 保 育 所 13日㈬ 10:00～（１時間程度）

吉
田
吉 田 保 育 所 △ 21日㈭ 9:30～11:30
田 井 保 育 所 △ 21日㈭ 9:30～11:30

掛
合掛 合 保 育 所 ▲ 保育所開放27日㈬ 9:00～11:00 

給食試食会27日㈬ 11:00～12:00（※要予約：〆切20日㈬）
問い合わせ先 ▶子ども政策課 ☎40-1044
●の施設と佐世、寺領、西日登幼稚園は土曜日、日曜日に園庭を開放しています
▲の施設は日曜日に園庭を開放しています。
△の施設と木次こども園(小さいこども園のみ)、斐伊保育所は土曜日の午後、日曜日に園庭を開放しています。
◆の施設と三刀屋こども園は土曜日、日曜日に園庭を開放していますが、事前に予約が必要です。
注意　１．いずれも行事のあるときは除く　　　２．保護者同伴で利用すること
　　　３．水道は使わないこと　　　　　　　　４．ごみは持って帰ること
　　　５．遊具は小学生以上は利用しないこと　６．利用後は施錠を忘れずにすること

掛 

合
支援センター（分室：掛合体育館)
好老センター リフレッシュ教室 20日㈬ 9:30～11:30

（※要予約・〆切13日㈬）
分室 お話の日 22日㈮ 10:30～11:00

問い合わせ先 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

三
刀
屋

支援センター　
三刀屋子育て支援

センター おはなし会 22日㈮ 10:00～10:30
問い合わせ先 

▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

加
　
茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

たんぽぽひろば（お茶会）  ８日㈮ 10:00～（１時間程度）
たんぽぽひろば
（かたらもちづくり） 13日㈬ 10:00～（１時間程度）

たんぽぽひろば（誕生会） 20日㈬
10:00～（１時間程度）
※5月生まれのお友だち
　は予約ください

たんぽぽひろば
（ベビー・マッサージ） 27日㈬ 10:00～（１時間程度）
※行事があっても通常利用できますので利用ください。  
※ 育児(離乳食等)に関する相談について、個別で対応しますので気軽
に相談ください。

教室・相談

加茂子育て支援
センター

たまごクラブ（妊婦さんサロン）  ９日㈯ 10:00～（１時間程度）
（※要予約）

もぐもぐ教室
（５～６ヵ月児対象離乳食教室） 14日㈭ 10:00～（※要予約）
もぐもぐ教室
（７～８ヵ月児対象離乳食教室） 21日㈭ 10:00～（※要予約）
もぐもぐ教室
（９～11ヵ月児対象離乳食教室） 28日㈭ 10:00～（※要予約）

問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355

大
　
東

教室・相談

大東子育て支援
センター

赤ちゃん教室
「ぽかぽか春のお散歩・

離乳食試食」
13日㈬ 9:30～11:30

(※要予約)

子育て教室
「春を見つけに散歩にいこう」 20日㈬ 9:30～11:30

(※要予約)
子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日 9:30～12:00
うしお（海潮交流センター）  ８日㈮ 9:30～11:30
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター） 11日㈪ 9:30～11:30
ぽっぽ（佐世交流センター） 14日㈭ 9:30～11:30
地域サークル
大東（木馬） 15日㈮ 9:30～11:30
佐世（佐世交流センター） 21日㈭ 9:30～11:30
問い合わせ先 

▲

大東子育て支援センター（あおぞら保育園内） ☎43-9500

木
　
次

支援センター

木次子育て支援
センター

ミュージックケア(年齢不問）  ８日㈮ 10:00～
リフレッシュ講座 骨盤矯正　
（6ヵ月未満のママ） 12日㈫ 13:30～（※要予約）

C
チ ャ ン
hanみきママのハンドメイド教室 13日㈬ 10:00～（※要予約）
じんわりあったかお灸じかん 19日㈫ 10:00～
誕生会 21日㈭ 10:30～（※誕生児要予約）
リフレッシュ講座　整体
（年齢不問） 26日㈫ 9:30～（※要予約）

教室・相談
木次子育て支援
センター

ベビーマッサージとママの
軽運動（３～７ヵ月） 25日㈪ 9:30～（※要予約）

問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター ☎42-2030

吉 

田
社協子育てサロン（あい♪あいくらぶ）
吉田健康福祉
センター 散歩・日向ぼっこ・お花見♪ 20日㈬ 9:30～11:30

問い合わせ先 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078

子育て支援センターなどの子育て支援センターなどの

大
　
東

教室・相談

5月5月

子育て支援センターなど子育て支援センター子育て支援センターなど子育て支援センターなど子育て支援センターなどなど子育て支援センターなど子育て支援センターなど子育て支援センターなど子育て支援センターなど子育て支援センターなど子育て支援センターなど子育て支援センターなど子育て支援センターなど子育て支援センターなどのののの
スケジュールスケジュール 図書館だより図書館だより図書館だより
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◆育児相談
三刀屋子育て支援センター 11日㈪

9:30 ～
掛合子育て支援センター 13日㈬
加茂子育て支援センター 18日㈪
木次子育て支援センター 22日㈮
大東健康福祉センター 26日㈫
◆妊婦サロン
大東健康福祉センター 26日㈫ 10:00～
◆離乳食教室
加茂健康福祉センタ－ 12日㈫ 9:30～

◆集団乳がん・子宮頸がん
検診（要予約） 受付時間

三刀屋文化体育館
アスパル 29日㈮   8:45～11:30

13:15～15:30
◆結核・肺がん検診
木次町 29日㈮

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター 14日㈭ 13:00～

（４ヵ月児、10ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 21日㈭ 13:00～

（４ヵ月児、10ヵ月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター 20日㈬ 13:00～（３歳児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 28日㈭ 13:00～（１歳６ヵ月児）

◆その他相談
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所  ７日㈭ 10:00 ～ 14:00【問】保健医療介護連携室　☎ 40-1095
若者の就労支援事業・フリースペース 三刀屋健康福祉センター  ７日㈭ 14:00 ～ 16:00【問】長寿障がい福祉課　☎ 40-1042
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南 13日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
雲南サロン「陽だまり」 14日㈭

28日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
はじめての子育て講座「親子の絆教室」 下熊谷交流センター 19日㈫

26日㈫
14:00 ～ 16:00
（要予約）定員20組【問】子ども家庭支援課　☎ 40-1067

交通事故巡回相談 出雲市役所 21日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102

５月の健診・教室など　 【問】健康推進課　☎40-1045

※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは　いずれも 0854です。 

吉田町
吉田総合センター 22日㈮   9:00～  9:45
掛合町
掛合交流センター 22日㈮ 11:00～12:00
島根イーグル㈱ 13:30～16:00

献血 【問】市民生活課　☎40-1031

◆断酒会
吉田ふるさとセンター  ７日㈭

19:00～21:00掛合まめなかセンター 20日㈬
三刀屋健康福祉センター 29日㈮

◆結婚を希望する独身男女のための結婚相談
結婚相談サロン 雲南市役所 3F相談室 13、20、27日㈬ 10:00 ～ 15:00

Aコープきすき店2F 23日㈯ 10:00 ～ 13:00

　【問】うんなん暮らし推進課　☎40-1014

◆おんせんキャンパスの活動や子育ての悩み、心配事についての相談会

個別相談会 おんせんキャンパス
（旧温泉小学校） 23日㈯

①   9:00 ～　　② 10:00 ～
③ 11:00 ～　　④ 12:00 ～
　(要予約・一人45分間)

【問】教育支援センター　☎48-0007

【問】保健医療介護連携室　☎40-1095

チャレンジデー２０２０の中止のお知らせ
　５月27日（水）に予定していた「チャレンジデー２０２０」は、
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止します。
　新型コロナウイルス対策によって、外出を控え、家に閉じこも
ると、体力低下や心身の活力低下等が進むことが懸念されますの
で、自宅で簡単にできる「まめなかね体操」を行っていただく等、
身体を動かすことを意識しましょう。
 【問】社会教育課　☎0854-40-1073
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人　口･･ 37,500人（－138人）

世帯数･･ 13,732世帯（－7世帯）
令和 2 年 4 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 19,435人（－57人）

男　性･･ 18,065人（－81人）

I N F O R M A T I O N

この印刷物は環境に
配慮し、大豆油にか
わり米ぬか油を使用
したライスインキで
印刷しています。

　掲載している健診・教室・ 各種イベント等について、新型
コロナウイルスの感染拡大防止、感染予防のため中止・延期
となる可能性があります。開催等の詳細は各問い合わせ先に
確認ください。

①�個人番号カード管理システムおよび公的個人認
証システムのメンテナンス作業による停止

【停止する期間】
　５月２日（土）から５月６日（水・休）までの終日
【停止するサービスの種類】
◎すべての証明書

②�税システムのメンテナンス作業による停止
【停止する期間】
　５月19日（火）の終日
　６月１日（月）の午前中（予定）
【停止するサービスの種類】
・課税（非課税）証明書
・所得証明書

ご理解ご協力いただきますようお願いします。

コンビニ交付サービスの停止� 【問】市民生活課　☎ 0854-40-1031

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）※を活用した情報伝達訓練を実施します
【問】くらし安全室　☎ 0854-40-1027

令和２年度は、次のとおり実施予定ですので、ご理解ご協力いただきますようお願いします。

　地震、津波や武力攻撃等の緊急時に備え、情報
伝達訓練を実施します。
【実施日時】
　５月20日（水）、10月７日（水）、２月17日（水)
　いずれの日も11時ごろ

【放送内容】
　宅内に設置されている雲南夢ネットの音声告知
放送受信機から、次のとおり試験放送を行います。
　〈上りチャイム音〉
「これは、Ｊアラートのテストです」（２回繰
り返し）

　地震発生時に備え、緊急地震速報訓練を実施し
ます。
【実施日時】
　６月17日（水） 10時ごろ
　11月５日（木） 10時ごろ
【放送内容】
　宅内に設置されている雲南夢ネットの音声告知
放送受信機から、次のとおり試験放送を行います。

　〈上りチャイム音〉
　　「ただ今から訓練放送を行います」
　〈緊急地震速報チャイム音〉
「緊急地震速報。大

おお
地
じ
震
しん
です。大地震です。

これで訓練放送を終わります」
　〈下りチャイム音〉

※全国瞬時警報システム（Ｊアラート）とは
　全国瞬時警報システム（Ｊアラート）は、地震、津波や武力攻撃など、時間的余裕のない事態に関す
る情報を、国から人工衛星等を通じて瞬時に伝達するシステムです。

全国一斉情報伝達訓練

緊急地震速報訓練


